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問題1
おお ご しょ じ だい いえやすこう

今回のテーマは「大御所時代の家康公」です。家康
す すん ぷ する が のくに こく ふ

公が大御所時代を過ごした駿府（駿河国の国府）と
げんざい しずおかけん と し

は、現在の静岡県のどの都市でしょうか？
ご てん ば

⑴ 御殿場市 ⑵ 静岡市
ふ じのみや み しま

⑶ 富士宮市 ⑷ 三島市

解説 駿府とは、駿河国の国府（政庁）所在地を
ふ ちゅう

意味する「駿河府中」が略されてできた地名
かいしょう あ す か

で、明治2年（1869）に「静岡」に改称されるまで、飛鳥
時代から1200年近く、この地は駿府とも府中とも呼

けいおう たいせいほうかん

ばれてきました。慶応3年（1867）の大政奉還後、徳
そう け はん ごく い ほう

川宗家は「府中藩」70万石に移封されますが、明治新
ようせい

政府より「府中」は「不忠」に通じるとの改称要請を受
じょう しずはたやま

け、明治2年（1869）、駿府城の北西にある賎機山に
ちなみ、「静岡藩」と改称、さらに明治4年（1871）の
はいはん ち けん

廃藩置県により静岡県が成立しました。続いて明治
22年（1889）、市町村制度の
ほっそく ともな

発足に伴い、静岡市が県庁
たんじょう

所在地として誕生しました。
家康公はここ駿府（静岡市）
で、多感な少・青年期を、

ばんねん

そして晩年の大御所時代を
す

過ごしたのです。

問題2
ようしょう き ひとじち

駿府は、幼少期の家康公が人質時代を過ごした場
とうかい ち ほう

所でもありました。次の東海地方の地図のなかで、
する が のくに

駿府がある駿河国は、⑴～⑷のどこでしょうか？

（1） （2） （4）（3）

解説 8世紀の初頭（飛鳥時代～奈良時代）まで
りつりょう

に整備された律令制度により、北海道を除
ご き しちどう き ない

く日本は「五畿七道」（畿内5ヶ国と山陽道、山陰道、
東海道、東山道、北陸道、南海道、西海道）に区分
され、全国に68の国が成立しました。表の⑴～⑷は

ぞく お わりのくに

東海道に属した国で、⑴が尾張国（愛知県西部）、⑵
み かわのくに とおとうみのくに

が三河国（愛知県東部）、⑶が遠江国（静岡県西部）、
そして⑷が駿河国（静岡県東部）です。全国の国々に

はん

は江戸期に約300の藩が置かれましたが、明治4年
はいはん ち けん か とう

（1871）の廃藩置県により藩は県に置き換えられ、統
はいごう

廃合されていきます。駿府がある「静岡藩」は「静岡
県」と改称されました。そして5年後、浜松県（遠江

あしがら い ず のくに

国）と足柄県の南部（伊豆国）が静岡県に統合され、
現在の静岡県が成立したのです。

静岡市の市章
頭文字のＳをイメージし、富士山
と駿河湾の波をデザイン

解答… ⑵ 解答… ⑷
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問題3

幼少期の家康公を人質とし、武将としての教育を
ほどこ とおとうみ み かわ りょうゆう

施した駿河・遠江・三河の3国を領有した戦国大
だれ

名は誰でしょうか？
いまがわよしもと お だ のぶひで

⑴ 今川義元 ⑵ 織田信秀
たけ だ しんげん ほうじょううじやす

⑶ 武田信玄 ⑷ 北条氏康

い みょう

解説 「海道一の弓取り」の異名を持つ、今川家
おけはざ ま

第十一代当主 今川義元は、桶狭間の戦い
こ ぜい

で小勢の織田信長に討ち取られたことで後世におけ
る評価が低下していました。しかし近年では、駿河、
遠江だけでなく三河や尾張にまで領土を拡大させ、
武田信玄や北条氏康と対等に渡り合い、今川家の全
盛期を築きあげた優れた武将であったと見直されて
きています。一方、駿府での人質時代の家康公は、

け よういん たいげんせっさい

祖母の華陽院に養育され、今川家の軍師 太原雪斎
に師事していたとされ、武将
としての英才教育を受けてい

え ぼ し おや

ました。元服では烏帽子親を
つき

義元が務め、今川氏一族の築
やまどの

山殿を妻として一門衆に準ず
る扱いを受けるなど、今川家

うじざね

の次代を担う氏真（義元の長
男）の右腕としての活躍を期
待されていたようです。

問題4
もち まつだいら け とくがわ か もん

家康公が用いた、松平家・徳川家の家紋はどれで
しょうか？

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

しきべつ もんしょう

解説 家紋は各家を識別するための紋章で、そ
しゅつ じ けつみゃく いえがら

の家の出自（血脈）や家柄を表すものなど、
多くの種類が存在します。平安時代の貴族たちが自

い

分たちの衣服や持ち物に使用したのが始まりと云わ
せんれん もんよう

れ、デザイン性の高い洗練された文様は、市章や社
章など、公共団体や企業のシンボルマークにも継承
されています。平安後期以降、戦場での武功をアピー
ルする目印として武家社会にも広がっていきました。

きっ か

皇室の「菊花紋」、藤原氏系の「藤紋」などがよく知ら
れますが、最も有名な家紋の一つが、松平家・徳川

あおい

家の「三つ葉葵紋」です。
⑴の「丸に二つ引き紋」は
あしかが け もっこう

足利家、⑵の「木瓜紋」は
織田信長が用いたことで

ご ようぜい

知られます。⑶は後陽成
か し

天皇から豊臣秀吉が下賜
い

されたと云われる「五七
きり

桐紋」です。
ぎみ

竹千代君・今川義元公 像／
静岡駅北口広場（静岡市） 葵紋のもととなったフタバアオイ

解答… ⑴ 解答… ⑷
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問題5
けいちょう せい い たいしょうぐん しょく ゆず

家康公が、慶長10年（1605）、征夷大将軍の職を譲っ
だれ

たのは、次のうち誰でしょうか？
のぶやす ひでやす

⑴ 長男 信康 ⑵ 二男 秀康
ひでただ まご いえみつ

⑶ 三男 秀忠 ⑷ 孫 家光

か とく

解説 「関ヶ原の戦い」の後、徳川家の家督を誰
ゆず

に譲るべきか家康公が近臣に尋ねたという
いつ わ

有名な逸話があります。候補に挙がったのは二男
ゆう き

結城秀康、三男 徳川秀忠、四男 松平忠吉でした。
その時、部下の意見は割れたと伝わりますが、この
逸話の真偽は不明です。長男 信康は既に天正7年

じ じん

（1579）築山殿の処分の翌月に自刃しています。また
はるとも

二男の秀康は豊臣秀吉の養子となった後、結城晴朝
ちゃく し

の養子になっていました。徳川家の嫡子の位置づけ
にあったのは三男 秀忠でした。「関ヶ原の戦い」へ
の遅参という失態は
あったにせよ、秀忠へ
の譲位は順当な選択
だったと考えられます。
なお、孫の家光は慶長
9年（1604）の生まれで、
将軍職交代の時にはま
だ満1歳に満たない年
齢でした。

問題6
ばく ふ

江戸幕府において、大御所とは、どのような人に
こ しょう

対して使われた呼称でしょうか？
さき せっしょう かんぱく

⑴ 前の征夷大将軍 ⑵ 摂政や関白の経験者
たいろう ろうじゅう ぶ け とうりょう

⑶ 大老や老中の経験者 ⑷ 武家の棟梁

解説 江戸幕府において大御所とは、征夷大将
しりぞ いんきょ さきの そんしょう

軍を退いて隠居した前将軍を指す尊称とさ
れています。大御所という呼び方は、家康公に対し
初めて使われたのではありません。元々は天皇の居

さ しんのう いんきょじょ

所を指す言葉だったのが、親王の隠居所である御所
のことを指すようになり、いつしか、隠居した親王
自身を呼ぶ尊称となりました。さらに摂政や関白の

かまくら むろまち

実父の尊称としても用いられ、鎌倉・室町時代に入
ると、前将軍の尊称として
も用いられるようになった
のです。大御所となった家
康公は、政策の分野で多く
のブレーンを置き、専門家
たちの提言に耳を傾けなが
ら新しい国の形を作ってい
きました。江戸の将軍家は
駿府にいる家康公の意向に
従い、実務を実行していっ
たのです。

二代将軍 徳川秀忠 像／
松平西福寺 蔵（東京都台東区）
出典：ウィキメディア・コモンズ

徳川家康公之像／静岡駅北口広場
（静岡市）

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題7
ぶ ぎょうしゅう ひっとう

家康公の大御所政治を支えた駿府奉行衆の筆頭は
だれ

誰だったでしょうか？
おお く ぼ ただちか さか い いえつぐ

⑴ 大久保忠隣 ⑵ 酒井家次
ひらいわちかよし ほん だ まさずみ

⑶ 平岩親吉 ⑷ 本多正純

さんぼう ふところがたな

解説 家康公の参謀とも軍師とも懐刀とも呼ば
まさのぶ ちゃく し

れる本多正信。その嫡子が正純で、幕府草
ちょうよう

創期から家康公に重用され、駿府大御所政権では奉
行衆筆頭として家康公に親しく仕えました。「関ヶ

ど

原の戦い」の後、田中吉政は正純の下へ生け捕りに
した石田三成を連行しました。正純が家康公に報告

そくばく

すると、正純が滞在していた旅宿にそのまま束縛し
けい ご

ておくべしとの命令があり警固したと伝えられます。
しょう さ

正純に対する家康公の信任が厚かった証左とされま
す。また、慶長17年（1612）、築城間もない駿府城が
焼失すると、再建までの間、家康公は正純の屋敷で
暮らしました。家康公の側近中の側近として駿府政
権を支えた正純です
が、二代将軍 秀忠
の時代になると秀忠
との関係が悪化し、
かいえき で わ のくに ゆ

改易されて出羽国由
り はい る

利（秋田県）に配流と
なっています。

問題8
しょ し だい つと ちょうてい く げ たいさく

京都所司代を19年務め、家康公の朝廷・公家対策
かなめ

の要となった人物は、誰でしょうか？
いたくらかつしげ ご とうしょうざぶろう

⑴ 板倉勝重 ⑵ 後藤庄三郎
ど い としかつ むらこしなおよし

⑶ 土井利勝 ⑷ 村越直吉

解説 板倉勝重は天文14年（1545）三河武士の板
よししげ お い

倉好重の二男として現在の岡崎市小美町に
生まれました。幼少のころ出家して浄土真宗の僧と

か とく たかてんじんじょう

なりましたが、家督を継いだ弟が「高天神城の戦い」
げんぞく

で戦死したため、家康公の命で還俗し家督を相続し
ました。駿府町奉行などを経て、「関ヶ原の戦い」の
翌年から元和6年（1620）まで京都所司代を務めてい
ます。家康公が天下の実権を握り、将軍、大御所と
して国を動かした全期間にわたり、幕府の窓口とし
て朝廷・公家との交渉に当たったのです。「大坂の

しょうめい かたぎり

陣」の際も、方広寺鐘銘事件の調停役となった片桐
かつもと

且元に対する大坂方
の暗殺計画を家康公
にいち早く報告する
など重要な役割を果

ほん あ

たしています。本阿
み こうえつ

弥光悦ら京都の文化
人とも広く交流があ
りました。

板倉勝重が氏神として生誕地に創建した
かめ い

瓶井神社（岡崎市）
本多正純の居城 宇都宮城／宇都宮城址公園

（栃木県宇都宮市）

解答… ⑷ 解答… ⑴
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問題9
てん か ぶ しん き じゅつ

家康公が命じた「天下普請」について、正しい記述
は、次のうちどれでしょうか？ ※普請：建築・
土木工事

しろ しんらい ふ だいだい

⑴ 城の天下普請に限っては、信頼できる譜代大
みょう おこな

名に行わせた。
と ざま

⑵ 天下普請は、外様大名を含む全国の大名に行
わせた。

かいはつ

⑶ 天下普請は、江戸をはじめ、関東の開発を中
心に行わせた。

き ない じ しゃぶっかく

⑷ 天下普請は、京都をはじめ畿内の寺社仏閣の
かいしゅう

改修を中心に行わせた。

解説 天下人、将軍の力の最たるものは、軍勢
さいそく

を催促する動員権でした。しかし、「関ヶ原
いくさ

の戦い」以降、「大坂の陣」までは戦のない状態が続き
ぐんえき ひんぱん

ました。その中で、軍役に準ずるものとして頻繁に行
じょうかく ふ か

使されたのが城郭の普請役の賦課でした。家康公はこ
の「天下普請」を西国などの外様大名を含む全国の諸大
名に課しました。城郭普請への諸大名の頻繁な動員は、
家康公との間に主従関係を確立するうえでも重要な効
果があったのです。なお、近世城郭では守りの最重要

ますがた

ポイントである桝形門の築造が重視されました。この
わたり

場合も石組みは武士による普請であり、上にかかる渡
やぐら だい く さく じ

櫓などは大工職人による作事でした。

問題10

次のなかで、「天下普請」でつくられた城はどれで
しょうか？

あ き ひろしまじょう

⑴ 安芸 広島城（広島県広島市）
たん ば ささやま

⑵ 丹波 篠山城（兵庫県丹波篠山市）
⑶ 三河 岡崎城（愛知県岡崎市）

む つ あい づ わかまつ

⑷ 陸奥 会津若松城（福島県会津若松市）

解説 丹波篠山城は、慶長14年（1609）に天下普
た

請により築城されました。同時に丹波国多
き ぐん や かみはん

紀郡（現 丹波篠山市）にあった八上藩の政庁を篠山
に移し篠山藩と改称します。西国の抑えとして初代

やすしげ あ

藩主には譜代大名の松平康重が充てられました。
ひ た ちかさ ま

常陸笠間藩3万石から篠山藩5万石に加増移封され
たのです。この時期、家康公は盛んに天下普請を行
いました。慶長12年には駿府城の普請を開始し、年
末に焼失すると、翌年には再建しています。丹波篠
山城が築城された慶長14年には、名古屋城築城の地
を検分しています。翌年
には名古屋城の天下普請
が開始され、慶長15年に
天守が完成しました。豊

さいごく

臣家・西国大名への対策
き ばん

として幕府の基盤を着実
に強化していったのです。 篠山城の石垣（兵庫県丹波篠山市）

解答… ⑵ 解答… ⑵
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問題11
な ご や てんしゅだい いしがき し き

名古屋城天守台の石垣づくりを指揮した、城普請
めいしゅ

の名手は誰でしょうか？
いけ だ てるまさ か とうきよまさ

⑴ 池田輝政 ⑵ 加藤清正
ほ しなまさゆき いえただ

⑶ 保科正之 ⑷ 松平家忠

とうどうたかとら

解説 加藤清正は藤堂高虎と並ぶ築城の名手と
い ひめ じ

云われました。池田輝政も姫路城を大改修
し丹波篠山城の普請総奉行を務めています。名古屋
城の天下普請には池田輝政をはじめ多くの西国大名
が参加しましたが、天守台の石垣づくりを指揮した
のは加藤清正です。尾張国愛知郡中村（現在の名古
屋市中村区）の生まれで秀吉に仕え、朝鮮出兵では
ぶんろく えき けいちょう

「文禄の役」の二番隊主将、「慶長の役」の右軍先鋒を
みつなり み すい

務めました。戦後、石田三成と対立し暗殺未遂事件
も起こしています。「関ヶ原
の戦い」では東軍につき、黒
じょすい

田如水と共に九州の西軍を破
ろんこうこうしょう

りました。その論功行賞から
こ にしゆきなが ひ ご

小西行長の旧領・肥後南半国
を与えられて肥後一国52万石
の大大名となり、熊本藩初代
藩主となっています。名城と
うた

謳われる熊本城を築城したこ
とでも有名です。

問題12
ちくじょう

名古屋城の築城と共に、武士、町民、寺社仏閣な
いっせい じょう か うつ き

どが一斉に名古屋城下に移り、今日の名古屋の基
そ さ

礎ができました。このことを指す言葉は、次のど
れでしょうか？

お わり ご きよ す

⑴ 尾張越し ⑵ 清洲越し
ごんげん な ご や

⑶ 権現越し ⑷ 那古野越し

解説 名古屋城の築城に伴い、清洲から名古屋
へ都市機能が移転されたことを「清洲越し」

と呼んでいます。清洲越しは、慶長17年（1612）から
げん な

元和2年（1616）の間に行われたとされます。名古屋
城が建てられた地には、もともと「柳ノ丸」がありま
した。16世紀前半に尾張東部まで勢力を伸ばした今
うじちか

川氏親（今川義元の父）が築城したものです。その後、
な ご や

織田信秀が奪取して「那古野城」と改名したとも云わ
れます。信秀の息子である織田信長も一時期、同城

こう じ

を居城としましたが、弘治元年（1555）本拠地を清洲
城へ移したため那古野城はやがて廃城となりました。
荒れ地になっていたと
伝わる廃城の地に新た
に城を作るという家康
公の決断が今日の名古
屋繁栄の基礎となった
のです。

加藤清正 像／勧持院 蔵
（京都市）

出典：ウィキメディア・コモンズ 名古屋城（名古屋市）

解答… ⑵ 解答… ⑵
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問題13
ちょうよう だい く がしら に じょう え ど

家康公に重用され、大工頭として二条城、江戸城、
てんしゅ めい

駿府城、名古屋城などの天守の建築を命じられた
のは誰でしょうか？

こ ぼりえんしゅう とうどうたかとら

⑴ 小堀遠州 ⑵ 藤堂高虎
なか い まさきよ

⑶ 中井正清 ⑷ 松平家忠

や ま と こ せ し

解説 中井正清は、大和の古代豪族巨勢氏の出
身で、法隆寺の宮大工として育ちました。

だい く がしら

家康公の初代大工頭として「関ヶ原の戦い」以降大い
ほうこう じ だいぶつでん

に活躍しました。数々の名城に加え、方広寺大仏殿、
だい り ち おんいん

内裏、久能山東照宮、日光東照宮、知恩院三門など
の重要建築物も手掛けています。豊臣秀頼が発願し

こんりゅう とうりょう

た方広寺大仏殿の建立に際しては、家康公が棟梁と
は けん むなふだ

して正清を派遣しましたが、完成に際し棟札に正清
の名前が無いことが問題になりました。さらに家康
公の名前が分断された鐘銘の写しを家康公に送った
のも正清とされて
います。このよう
に単なる大工頭に
とど

止まらず家康公の
しゅっとうにん

出頭人（側近）とし
ても重要な役割を
果たしました。

問題14
ほ さ たく

家康公により、江戸で二代将軍の補佐を託された
か しん

家臣はだれでしょうか？
ただ よ さかきばらやすまさ

⑴ 大久保忠世 ⑵ 榊原康政
まさのぶ わたなべもりつな

⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

解説 本多正信は三河譜代の家臣ですが、一向
くみ

一揆の際には一揆方に与し敗れた後は加賀
国（現在の石川県）に住みました。その後、家康公の
もと

許に戻り側近として軍略や国政に多大の貢献をしま
つ さが み のくにたま

した。関東移封の際には関東総奉行に就き相模国玉
なわ

縄（現在の神奈川県鎌倉市）1万石の大名となってい
ほんがん じ きょうにょ

ます。浄土真宗の総本山、本願寺が前法主教如と法
じゅんにょ

主准如の間で対立していたのを利用して東西に分裂
けんさく

させ力を弱めるよう献策したのも正信だと伝えられ
ます。家康公は駿府に移
るに際し、最も信頼する
正信を将軍 秀忠の指南
役につけました。秀忠は
27歳で将軍に就任し、こ
の年、正信は68歳の高齢
でした。家康公が死去す
ると家督を嫡男の正純に
譲り、2ヶ月後に79歳で
死去しています。

本多正信 像／加賀本多博物館 蔵
（石川県金沢市）

出典：ウィキメディア・コモンズ中井正清が手掛けた知恩院 三門（京都市）

解答… ⑶ 解答… ⑶
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問題15
めい

慶長10年（1605）、大御所となった家康公の命によ
りゅう ろ へんこう か せん

り、流路変更が行われた西三河の河川はどれで
しょうか？

あ べ い が

⑴ 安倍川 ⑵ 伊賀川
も がみ や はぎ

⑶ 最上川 ⑷ 矢作川

解説 正解は⑷です。慶長10年（1605）に矢作川
の下流で流路変更がなされました。洪水リ

スクの軽減を図るため、家康公が三河譜代の旗本
よねきつまさかつ つねはる

米津正勝（徳川十六神将のひとり、米津常春の子）に
命じて施工させたものです。治水技術の向上により、
17世紀には各地で河川の大規模な流路変更が行われ
ました。一説には築城技術が治水に応用されたとも

はんらんげん ひ よく こう ち

言われます。氾濫原の肥沃な土地が耕地として利用
できるようになり、作物の生産量が大幅に増加、17
世紀で日本の人口は1，000万人から3，000万人に増加
したと推計されています。なお17世紀後半には岡崎
北部で青木川の付
替えと、中洲地帯
の地続き工事が行
われるなど、引き
続き大開発が行わ
れていました。

問題16
ぶ ぎょう なが

駿府大御所政治における奉行のひとり、大久保長
やす せつめい

安の説明として正しいのはどれでしょうか？
たけ だ し つか さるがくしゅう めつぼう

⑴ 武田氏に仕えた猿楽衆の子で、武田氏滅亡後
とうよう ひこ ざ え もんただたか

に家康公に登用され、大久保彦左衛門忠教の
ひ ご

庇護を受けたため大久保姓を名乗った。
いち り づか せっ ち なかせんどう

⑵ 一里塚の設置をはじめ、東海道・中山道の交
かくりつ こうけん

通制度の確立に貢献した。
きんざん ぎんざん いわ み

⑶ 全国の金山・銀山の開発に成功し、石見（島
しょりょう

根県）に所領を得て大名に出世した。
ついほう う とつじょ

⑷ キリシタン追放の命を請け、上京中に突如、
かいえき

改易された。

ただちか

解説 正解は⑵です。大久保長安は大久保忠隣
ひ ご

の庇護を受けたため、大久保姓を名乗りま
した。⑷も大久保忠隣の事跡です。長安は全国の金

たずさ

銀山の開発に携わり、革新的な技術を用いて歴史的
いわ み

な増産に成功しました。石見銀山の奉行を務めまし
ちょっかつりょう

たが、銀山は幕府直轄領となっています。このほか
にも長安は、木曽の林業開発や街道の整備などにも
たくえつ

卓越した能力を発揮しています。
な

とても1人で成しえたとは思え
ない活躍をしており、史料が

お

残っていないのがとても惜しま
れます。「東海道五十三次 岡崎 矢はぎ川」／歌川広重

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題17
とうらい み す

家康公は、平和な世の到来を見据え、各地の河川
かいさく しゅううん ぶつりゅう

の開削や改修により、舟運の活用による物流ネッ
こうちく しんでん すいしん

トワークの構築や新田開発などを推進しました。
ごうしょう すみのくらりょう

次のなかで、家康公のブレーンで豪商の角倉了
い じ ぎょう

以が行った事業はどれでしょうか？
おお い たか せ ふし み よどがわ

⑴ 京の大堰川と高瀬川を開削し、伏見、淀川を
へ いた き ない

経て大坂に至る畿内の水運を整備した。
みやこ いんりょう び わ こ

⑵ 都の飲料を確保するため、琵琶湖から京都に
そ すい

至る水路「琵琶湖疏水」を開削した。
しっ ち たい わん

⑶ 湿地帯となっていた江戸の開発のため、江戸湾に
そそ と ね がわ たいへいよう つ か

注いでいた利根川を太平洋に注ぐよう付け替えた。
はんらん き そ さんせん なが ら い び

⑷ 氾濫の多い木曽三川（木曽川、長良川、揖斐
ちくてい

川）の築堤、改修を行った。

き や まちどおり

解説 京都の繁華街、木屋町通に沿って南に流
おうがい

れる高瀬川。森鴎外の小説「高瀬舟」の舞台
じょうちょあふ かも

ともなり、今も情緒溢れる景観を醸し出しています
そ あん

が、実は、高瀬川は角倉了以・素庵父子によって開
削された人工の運河（京と伏見を結ぶ全長約11㎞の
水路）で、家康公大御所時代に完成しています。大

しゅううん

堰川と高瀬川を開削したことで、舟運により農産物
や材木などの資材が各地から京都市中に運び込まれ
るようになり、京の人々の利便性の向上とまちの発
展が図られました。

問題18
かいどう せい び

家康公は江戸を中心とした街道の整備を進めまし
き てん

た。東海道をはじめとする五街道の起点としたの
はどこだったでしょうか？

おお て もん かん だ みょうじん

⑴ 江戸城大手門 ⑵ 神田明神
しながわじゅく に ほんばし

⑶ 品川宿 ⑷ 日本橋

解説 日本橋は、家康公が将軍に就任した慶長
8年（1603）、江戸の町割を新たに行った際
か きょう

に初めて架橋され、江戸の中央にして諸国への行程
ゆえ

もここより定められる故、日本橋の名がついたと
しる

『御府内備考』に記されます。家康公は徳川家の新た
な拠点となった江戸の町を発展させるため、全国か
ら人や物が集まる仕組みとして日本橋を起点とする
五街道の整備に着手しました。日本橋には、貨幣の

りょうがえしょう

鋳造所である金座や両替商など経済活動の源となる
金融関連施設が集積するとともに、現代にも名が残
おおだな のき つら

る大店が軒を連ね、商人や町人が行き交う江戸の中
心地となりました。
現在、日本橋上空は

おお

首都高速道路に覆わ
れ、景観が損なわれ
ていることから、道
路を地下移設する計
画が進行中です。

「東海道五十三次の内 日本橋 曙旅立の図」／
歌川広重

解答… ⑴ 解答… ⑷
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問題19
はこ ね はち り こ

「箱根八里は馬でも越すが、越すに越されぬ……」
ま ご うた なんしょ

と馬子唄に歌われた東海道の交通の難所はどこ
だったでしょうか？

おうさか せき おお い がわ

⑴ 逢坂の関 ⑵ 大井川
はまなのうみ みや わた

⑶ 浜名湖 ⑷ 宮の渡し

解説 「関ヶ原の戦い」に勝利した家康公は、流
えんかつ か

通や情報伝達などの円滑化に向け全国の街
道の整備に着手します。最も重要視された街道は江

かみがた

戸と上方（京・大坂）を結ぶ東海道でしたが、「箱根
八里は馬でも越すが、越すに越されぬ大井川……」
と『箱根馬子唄』にも歌われた交通の難所が2ヶ所あ
りました。箱根峠と大井川です。馬子唄とは、旅人

ひ

や荷物を馬で運ぶ馬子と呼ばれる人夫が、馬を曳き
ながら歌った唄のことをいいます。幕府は江戸や駿
府の防衛上の観点から、大井川
に橋を架けることも船での渡河

かわごえ

も禁じていたため、旅人は川越
にんそく やと こし

人足を雇って肩車や輿で渡るし
かありませんでした。そのため、
雨の後などで水かさが増すと
かわ ど

「川留め」により何日も足止めさ
れることがあることから、箱根
以上の難所とされたのです。

問題20
こくさんつう か りゅうつう さかい しょくにん ゆ あさ

国産通貨の流通に向け、家康公が堺の職人、湯浅
さく べ え じょう ぜ ざ せきにんしゃ つく

作兵衛を伏見に呼び、常是座の責任者として造ら
せたものは何だったでしょうか？

きん か ぎん か

⑴ 金貨 ⑵ 銀貨
どう か し へい

⑶ 銅貨 ⑷ 紙幣

むろまち

解説 室町期を通して通貨として使用されてい
みん えいらくせん

たのは、主に明から流入してきた「永楽銭」
と呼ばれる銅銭でした。このため流通量が安定せず、
貨幣の価値そのものが地域によって異なってしまう
状況だったのです。家康公はこの問題を解決するた
めに、すべて国産の通貨に切り替える施策を実行に
移します。まずは贈答品として使われていた金や銀

うなが

で貨幣を鋳造し流通を促しました。
ばっ

この銀貨の鋳造の責任者として抜
てき

擢されたのが湯浅作兵衛です。以
だいこくじょう ぜ

後、作兵衛は大黒常是を名乗り、
こくいん

銀貨には「大黒常是」の刻印のある
ものが正式な通貨として認められ

ちょう

るようになりました。はじめは丁
ぎん

銀と呼ばれる通貨だったのですが、
後には種類も増え、人々の暮らし
はきちんと管理された通貨のもと
に安定していったのです。

ちょうぎん

慶長丁銀
大黒常是の刻印がある
出典：ウィキメディア・コモンズ

「女行列 大井川の図」部分／
歌川広重

解答… ⑵ 解答… ⑵
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問題21
いえみつ どう か ちゅうぞう

三代将軍 家光が銅貨を鋳造、流通させたことで
さん か

徳川幕府の「三貨制度」が確立しました。この銅貨
の名称は何でしょうか？

えいらくつうほう かんえい

⑴ 永楽通宝 ⑵ 寛永通宝
てんぽう わ どうかいちん

⑶ 天保通宝 ⑷ 和同開珎

解説 人々の暮らしに直結する通貨は、金や銀
め ざ

よりも銅銭でした。国産通貨の流通を目指
し ちゅうせん

した幕府は、当初はこれまでの「永楽銭」や私鋳銭（私
的に鋳造された銭貨）の使用を認めつつも、慶長13
年（1608）には「永楽銭」の使用を完全に停止、少しず
つ国産通貨の流通に向けて歩み始めました。三代将
軍 家光の代になり、銭座を創設して本格的な国産
銅貨の鋳造に取り掛かります。寛永13年（1636）6月、

あさくさはし ば しばあみなわ て お う み さかもと

幕府は江戸の浅草橋場と芝網縄手、及び近江坂本
（滋賀県大津市）に銭座を設置。公鋳銭として「寛永
通宝」の製造を開始しまし
た。以来、幾度も改鋳など
を繰り返しながら、「寛永

しょみん

通宝」は庶民の通貨として
江戸時代を通じて、さらに
明治になってもしばらくは
使われ続けたのです。

問題22
てん か おさ じゅう し

家康公が天下を治めるために、特に重視した教え
は何でしょうか？

しゅ し がく すう

⑴ 朱子学 ⑵ 数学
そ らい らん

⑶ 徂徠学 ⑷ 蘭学

解説 家康公は儒教の学説のひとつである朱子
学を、天下を治めるための考え方として重

はやし ら ざん

視しました。そして朱子学者の林羅山の林家を、幕
じゅしゃ ことがら

府の儒者（将軍への教授、学問・文学に関する事柄
お

をつかさどる役職）に代々任じました。徂徠学は荻
ぎゅう そ らい こ ぶん じ がく

生徂徠が中国の古文辞学を発展させ提唱した学問で、
江戸時代に広まりました。蘭学は江戸時代中期以降、
西洋の学術・文化を受容・研究した学問です。蘭学
の蘭はオランダの漢字表記（阿蘭

�

陀）からとったもの
です。現代でいう
数学は、江戸時代
には「算学」と呼ば
れていました。和
算とも称され、江
戸時代の人が自分
で作った難問を板
に記した算額が、

かか

寺社に掲げられて
いたりもします。

寛永通宝
しんちゅう

銅だけでなく、真鍮や鉄まであった。
出典：ウィキメディア・コモンズ

げ ろ

林羅山 像（岐阜県下呂市）

解答… ⑵ 解答… ⑴
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問題23
しゅっぱん ま ちが

家康公の出版事業に関することで間違っているの
はどれでしょうか？

ふし み ばんもくかつ じ しゅっぱん あしかが つと

⑴ 伏見版木活字本の出版は、足利学校校長を務
かんしつげんきつ

めた閑室元佶を京都に呼んで始めさせた。
する が ばん はやし ら ざん い しんすうでん

⑵ 駿河版銅活字本の出版は、林羅山と以心崇伝
を中心に進められた。
れん が

⑶ 連歌を特に好み、伏見版木活字を用いて関連
する本を出版した。

ぞうしょ お ゆずりぼん

⑷ 家康公の死後、多くの蔵書が「駿河御譲本」と
して御三家に分け与えられた。

解説 家康公は「若いころは忙しく、学問を修
めてこなかったので、物事を知らないまま

歳をとってしまった」と語ったと伝わりますが、実
際には多くの本を集め、活字出版を行うなど、学ぶ

どんよく

ことにも貪欲でした。伏見版木活字・駿河版銅活字
りくとう じょうがんせいよう

を作らせ、『六韜』・『貞観政要』・
あ ずまかがみ

『吾妻鏡（東鑑）』などの、儒学・兵
学・歴史など、実践的な書物を出
版しています。「家康公は学問と
本を好み、漢詩・和歌・連歌など
は好まない」との記録もあり、為
政者として必要な知識・教養を重
視していたことがよくわかります。

問題24

家康公が「伏見版」として出版した書物は、次のな
かのどれでしょうか？

あ ずまかがみ おうじょうようしゅう

⑴ 吾妻鏡 ⑵ 往生要集
ものがたり しん こ きん わ か しゅう

⑶ 源氏物語 ⑷ 新古今和歌集

解説 「伏見版」の一冊として『吾妻鏡（東鑑）』が
出版されました。同書は、鎌倉幕府の初代

むねたかしんのう

将軍である源頼朝から第六代将軍の宗尊親王までの
6代の将軍記で鎌倉時代末期に成立したと考えられ
ています。武家政権の最初の記録であり、鎌倉時代
研究の基本資料となっています。源頼朝は、平治の

もちひとおう れい じ

乱で一旦は伊豆へ配流されますが、以仁王の令旨を
受けて平家打倒の兵を挙
げ、鎌倉政権を樹立しま
した。清和源氏の流れを
汲み、初の武家政権を打
ち立てた頼朝を家康公は
尊敬していたと伝えられ
ます。『吾妻鏡』は家康公
の愛読書でした。儒学者
の林羅山に命じ、『吾妻

しょうしゅつ

鏡』の重要な記事を抄出
（抜き書き）した『東鏡綱
要』も作成させています。

閑室元佶 像（部分）／
お ぎ

三岳寺 蔵（佐賀県小城市）
鎌倉幕府を開いた源頼朝と

妻の政子 夫婦像（静岡県伊豆の国市）

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題25
く のうざんとうしょうぐう しゅたくひん

久能山東照宮に伝わる家康公の「手沢品」の説明で、
正しいものはどれでしょうか？

ほうせき ち は で

⑴ 金銀宝石を散りばめた、見た目にも派手なも
この

のを好んで用いていた。
へ すんぶん くる

⑵400年以上を経た現在でも、寸分の狂いもな
く組み立てられる品がある。
とうけん かっちゅう たいはん

⑶ 刀剣・甲冑をはじめとする武具の品々が大半
し

を占めている。
せ ほろ せん り ひん

⑷ 他の大名を攻め滅ぼした戦利品が大半を占め
ている。

解説 正解は⑵です。久能山東照宮には、「手
沢品」とよばれる、家康公が日常的に使用

した品々が幾つも収められています。それは、当時
の為政者がどのようなものに囲まれて生活していた
のか、当時の技術がどのようなものだったのかを知
る上で、唯一無二の価値を持っています。家康公の
手沢品は一見すると派手さはなく、黄金の茶室に象
徴されるような豊臣秀吉の好みとは対照的です。し

すい

かし良く見ていくと、細部まで技術の粋が込められ
くろ

ており、見る人が見ればわかる玄
うと

人好みのオシャレな品のようにも
思えます。久能山東照宮博物館で
ぜひご観覧ください。

問題26

家康公在世中の外交・キリスト教政策として正し
いのはどれでしょうか？

みんこく こう わ し せつ は けん と だ

⑴ 明国に講和使節を派遣し、朝鮮出兵で途絶え
こっこう かいふく

ていた国交が回復した。
たかやま う こん

⑵ キリシタン大名として有名な高山右近をルソ
ついほう

ンに追放した。
ぼうえき きょ か

⑶ 全国の大名に、アイヌとの自由な貿易を許可
した。
しま づ し りゅうきゅう はんたい

⑷ 島津氏が琉球に攻め入ることに反対した。

解説 高山右近は代表的なキリシタン大名です。
せっ つ のくに とよ の

摂津国高山荘（現在の大阪府豊能郡豊能町
ひ だ のかみ

高山）の高山飛騨守の子として生まれ、父が洗礼を
たかつき

受けた際、家族、家臣と共に受洗しています。高槻
城4万石の領主となり、領内に多くの天主堂を作り
ました。領民の多くがキリシタンとなっています。
信長、秀吉に仕えましたが、天正15年（1587）、秀吉

しょう ど しま

のバテレン追放令により瀬戸内海の小豆島に住み、
翌年、加賀の前田家に預けられました。さらに慶長
19年（1614）、幕府からキリシタン国外追放令が出さ
れるとルソン（マニラ）に渡りました。総督から歓迎
を受けましたが程無く病死、マニラ全市を挙げて盛
大な葬儀が行われました。

久能山東照宮

解答… ⑵ 解答… ⑵
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問題27
だいこうかい じ だい

大航海時代のスペインについて、正しいのは、次
のどれでしょうか？

しんたいりく こう ろ かいたく

⑴ アメリカ新大陸を発見し、太平洋航路を開拓
した。

やぶ たい

⑵「アルマダの海戦」でイギリス海軍を破り、大
せいよう せいかいけん

西洋の制海権を得た。
こう ろ

⑶ インド航路開拓に成功し、インドのゴアや中
きょてん もう

国のマカオに拠点を設けた。
じょうやく

⑷ オランダと「トルデシリャス条約」を結び、世
界を分け合った。

解説 スペイン王国の支援を受けたコロンブス
は、1492年、スペインから大西洋を横断し

てカリブ海のサン・サルバドル島に上陸します。ア
メリカ新大陸の一部にコロンブスが足を踏み入れた
のです。その後、スペインはアステカ帝国を滅ぼし、
マヤを征服、アメリカ大陸を植民地化していきます。
また、スペイン王の命を受けたマゼランは1519年、
同国のセビリアを出港、1520年には南米大陸南端の

かいきょう

マゼラン海峡を発見します。太平洋を横断して1521
年、現在のフィリピンに到達しました。太平洋航路
の開拓でした。マゼラン自身はセブ島（フィリピン）
で島民に殺害されますが、船団は航海を続け1522年
にスペインに戻り初の世界周航に成功しました。

問題28
みんこくせいふく め ざ ちょうせん り し

明国征服を目指して朝鮮国（李氏朝鮮）に兵を送り、
ぶんろく けいちょう えき ぶ しょう

「文禄・慶長の役」を引き起こした武将は誰でしょ
うか？

いし だ みつなり お だ のぶなが

⑴ 石田三成 ⑵ 織田信長
とよとみひでよし

⑶ 徳川家康 ⑷ 豊臣秀吉

おい

解説 豊臣秀吉は天下を統一し、甥の秀次に関
たいこう さきのかんぱく

白職を譲った後は太閤（前関白の尊称）と呼
から い

ばれました。明国征服のため「唐入り」を決めた秀吉
ひ ぜん な ご や から

は、出兵拠点として肥前名護屋城を現在の佐賀県唐
つ

津市に築きます。文禄元年（1592）16万人の軍勢を朝
は けん

鮮に派遣、「文禄の役」が始まりました。当初は朝鮮
えんぐん こうちゃく

軍を圧倒しますが、明の援軍により戦線が膠着し、
翌年には講和交渉を開始しました。しかし文禄5年
（1596）、明との講和交渉が決裂し、慶長2年（1597）
に秀吉は14万人の軍勢を再度派遣したのです（「慶長
の役」）。しかし翌慶長3年（1598）、秀吉が62歳で死
去すると家康公を中
心とする五大老によ
り帰国命令が出され、
秀吉の目的は結局実
現しないままに「文
禄・慶長の役」は終
結しました。 豊臣秀吉 像／豊国神社（京都市）

解答… ⑴ 解答… ⑷
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問題29
こうそう しょううんだい し ユ ジョン

慶長9年（1604）、李氏朝鮮の高僧 松雲大師（惟政）
おとず かいだん しゅうふく

が日本を訪れ、家康公と会談し、日朝関係の修復が
はか

図られました。このとき、両国のあいだに入り、窓
ちょうせいやく

口として調整役を果たした武将は誰でしょうか？
くまもとはんしゅ こ くら ほそかわただおき

⑴ 熊本藩主 加藤清正 ⑵ 小倉藩主 細川忠興
つしま そう よしとし ふくおか くろ だ ながまさ

⑶ 対馬藩主 宗 義智 ⑷ 福岡藩主 黒田長政

解説 対馬藩主の宗義智は、対馬に来訪した松
雲大師（惟政）と家康公の窓口役を果たしま

した。朝鮮半島と最も近い場所に位置する対馬の宗
氏は、鎌倉時代から朝鮮半島および中国大陸と深い

ぶんえい もう こ

関わりを持ってきました。文永11年（1274）蒙古軍が
しゅうらい すけ

襲来した「文永の役」ではまず対馬が攻撃され、宗助
くに

国が一族郎党とともに戦い戦死しています。蒙古が
こうあん

再来した弘安4年（1281）の「弘安の役」では長男の宗
もりあきら

盛明が戦いました。室町時代に
わ こう

は倭寇との関連から李氏朝鮮が
おうえい がいこう

対馬へ侵攻する「応永の外冦」
さだ

（応永26年、1419）が起き、宗貞
もり

盛が戦っています。その後、両
か きつじょう

者の間で貿易に関する「嘉吉条
やく

約」（嘉吉3年、1443）が結ばれ、
李氏朝鮮との貿易は対馬の宗氏

しょうあく

が掌握しました。

問題30
し せつ けんさつかん

慶長12年（1607）、初めての朝鮮使節（回答兼刷還
し いんけん

師）が来日し、駿府で家康公が引見しました。こ
しゅくはく じ いん けいよう せ かい

の時、朝鮮使節が宿泊した寺院には、「瓊瑤世界」
へんがく

と書かれた扁額が残されています。両国の平和を
ねが

願い、朝鮮使節が書いたものですが、この寺院と
は、次のどこでしょうか？

せいけん じ たきさん

⑴ 清見寺 ⑵ 滝山寺
りょうたん りんざい

⑶ 龍潭寺 ⑷ 臨済寺

おき つ りんざいしゅう

解説 清見寺は静岡市清水区興津にある臨済宗
の寺院です。かつて門前には景勝地として

きよ み がた

有名な清見潟が広がり、多くの貴人文人が訪れまし
た。同寺院は奈良時代の創建と伝えられますが、戦

たいげんせっさい

国時代、今川義元の師でもあった太原雪斎が復興し
住職を務めています。人質時代の家康公もここで学
びました。朝鮮通信使は慶長12年（1607）から文化8
年（1811）の間に12回来日し、各地で文化人らと交流
しましたが、清見寺は代表的な文化交流の場でした。
「瓊瑤世界」は寛永20年（1643）の第5回朝鮮通信使が
き ごう

揮毫した書で、二つの美しい球が互いを照らし輝き
うた

あうさまを意味し両国の友好を謳っています。清見
寺には、雪斎が開基した臨済寺と同様、「家康公手

い こう

習いの間」の遺構が今も残されています。宗義智 像／万松院 蔵
（長崎県対馬市）

出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題31
りゅうきゅう だい が

琉球王国は、国王が代替わりするごとに、幕府に
めいしょう

使節を送りました。この使節の名称は、次のうち
どれでしょうか？

けい が し しゃおん

⑴ 慶賀使 ⑵ 謝恩使
しんこう つうしん

⑶ 進貢使 ⑷ 通信使

解説 江戸時代、琉球王国は国王が代替わりす
るごとに幕府へ「謝恩使」を派遣しました。

また将軍が代替わりするごとに「慶賀使」を送ってい
ます。これら琉球使節の派遣は、寛永11年（1634）か

か えい つ ごう

ら嘉永3年（1850）までの間に都合18回行われました
が、うち3回は謝恩使と慶賀使が同時に派遣されて
います（謝恩使11回、慶賀使10回）。琉球使節は、海
路で薩摩に到着した後、しばらく薩摩の琉球館に滞
在しました。その後、長崎を経て下関から船で瀬戸
内海を通り大坂に上陸、京都を経て東海道で江戸に
到着しました。往復でほぼ1年がかりの大旅行でし
た。使節には琉球音

ぶ とう

楽・舞踏の要員も加わ
ばっかく

り、将軍・幕閣の前や
ひ ろう

経路の途上で披露され
たため、西日本各地の
郷土芸能にも影響を与
えました。

問題32
せんきょう し

天文18年（1549）、イエズス会の宣教師フランシス
ふ きょう か ご しま とうちゃく

コ・ザビエルが、布教のため鹿児島に到着しまし
は けん

た。ザビエルを日本に派遣した人物は誰だったで
しょうか？

だい し きょう

⑴ カンタベリー大司教 ⑵ スペイン国王
⑶ ポルトガル国王 ⑷ ローマ法王

解説 フランシスコ・ザビエルはポルトガル国
王ジョアン3世によってアジアに派遣され

ました。ポルトガル領だったインドのゴアで最初に
布教を行い、天文18年（1549）に来日し初めてキリス
ト教を日本に伝えています。ザビエルはパリ大学に
留学中、イグナチオ・デ・ロヨラら7名でイエズス

そうそう き

会を結成しました。同会の特徴は、草創期から世界
各地で積極的な布教活動を行ったことです。ゴアを
拠点に布教活動を行っていたザビエルはマラッカで
鹿児島出身のヤジローに会い日本での布教を決意し

す おうのくに

ます。薩摩国、肥前国平戸、周防国山口を経て京の
都にも上りました。主に周防国山

ぶん ご のくに

口と豊後国で布教活動を行い、2
年間の日本滞在後ゴアに戻りまし
た。次に中国での布教を目指しま

かんとん じょうせんとう

すが、広東省の上川島で病死しま
した。46歳でした。

琉球人 来朝図（部分）／東京国立博物館 蔵
出典：国立文化財機構所蔵品統合検索シズテム

ポルトガル国王 ジョアン3世
出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑵ 解答… ⑶
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問題33
かんとう こうえきそくしん しょう

家康公が、関東での交易促進のため、スペイン商
せん き こう ち のぞ みずか りょうごく みなと

船の寄港地として望んだ自らの領国の港は次のど
こでしょうか？

うら が しながわ

⑴ 浦賀 ⑵ 品川
しも だ よこはま

⑶ 下田 ⑷ 横浜

解説 家康公はスペイン商船が三浦半島の浦賀
に寄港するように望みました。浦賀港は江

戸湾への出入り口である浦賀水道に面した良港でし
た。戦国時代には後北条氏の水軍の拠点の一つであ
り、家康公の時代、スペイン船の寄港地となりまし

かいせんどん や

た。江戸時代になると廻船問屋が軒を連ね、江戸湾
ようしょう

に出入りする船が寄港する要衝として栄えています。
ほ げいせん

幕末にはイギリスやアメリカの商船・捕鯨船が来航
か えい

するようになり、嘉永6年（1853）にはアメリカ海軍
ぐんかん せき

提督のペリーが軍艦4隻を率いて来航しました。な
けいおう お ぐりこうずけ

お、慶応元年（1865）小栗上野
のすけ

介が横須賀製鉄所の建設を開
たんしょ

始したことを端緒に、浦賀に
近い横須賀が明治以降の重要
基地となっています。現在、
浦賀は横須賀市の一部であり、
浦賀港も広義の横須賀港の一
つとなっています。

問題34

オランダは、江戸時代を通じて日本と交易を行い
ばくまつ いた きょてん

ました。幕末に至るまで、オランダの拠点があっ
たのは、どこでしょうか？

ながさき で じま ひら ど しょうかん

⑴ 長崎 出島 ⑵ 平戸商館
よこはまがいこくじんきょりゅう ち りゅうきゅう

⑶ 横浜外国人居留地 ⑷ 琉球王国

解説 寛永18年（1641）、オランダ商館は平戸か
ら長崎の出島に移り、以後、幕末まで200

年以上同地に置かれました。出島には商館長（カピ
タン）以下の商館員が常駐し、幕府は長崎奉行を置

つう じ

いて出島を管理させました。オランダ通詞のほか多
くの日本人が出島で働いていましたが、日本人の出
入りは管理され、オランダ人は例外を除き出島から
の外出を禁じられていました。毎年、パタヴィア（イ
ンドネシアのジャカルタ）を出港したオランダ東イ

ていはく

ンド会社の商船が来航し数ヶ月間停泊しました。こ
の定期船が出港し貿易業務を終えると、商館長は江
戸へ参府しました（累計166

えっけん

回）。将軍への謁見、贈り
物の献上などを行ったほか、
商館長が毎回提出した「オ

ふうせつがき

ランダ風説書」は、幕府に
とって貴重な海外情報とな
りました。

浦賀沖に来航したペリー艦隊
の旗艦 サスケハナ号

出典：ウィキメディア・コモンズ

お らん だ

「出島阿蘭陀屋敷景」
出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑴ 解答… ⑴
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問題35
こ もん

後の駿府政治の外交顧問 ウイリアム・アダムス
とヤン・ヨーステンらは、オランダのロッテルダ

ぶん ご

ムから出港して、慶長5年（1600）、豊後国（大分
ひょうちゃく

県）に漂着しました。アダムスらが乗っていた船
は、次のうちどれでしょうか？

⑴ サン・フランシスコ号 ⑵ ホープ号
⑶ マードレ・デ・デウス号 ⑷ リーフデ号

解説 慶長5年（1600）、ウイリアム・アダムス
らはリーフデ号で豊後（大分県）に漂着しまし

き かん

た。ロッテルダムで組成されたハーゲン船団は、旗艦
ホープ号、副旗艦リーフデ号に加え、ヘローフ号、ト
ラウ号、ブライデ・ボートスハップ号の5隻でした。
1598年、ロッテルダムを出港したハーゲン船団は、南
米大陸先端のマゼラン海峡を越えて日本を目指しまし

か こく たど

たが、2年間の過酷な航海の結果、豊後に辿り着いた
のはリーフデ号1隻だけでした。リーフデ号の旧名は
エラスムス号。デジデリウス・エラスムスは人文学者、
神学者でロッテルダムを代表する著名人であり、船尾
には同人の像が飾られていました。

りゅうこういん

この像は栃木県佐野市の龍江院と
まつ

いう寺院で祀られ、現在は重要文
化財として東京国立博物館に保管
されています。

問題36

ウイリアム・アダムスが行ったこととして、間
違っているのはどれでしょうか？

き か がく せいよう じ じょう

⑴ 幾何学などの西洋学問をはじめ、西洋事情や
じょうせい こう ぎ

世界情勢など幅広く家康公に講義した。
こう ふ ば て れん

⑵ 全国に交付した「伴天連（キリスト教の宣教
ついほうぶん き そう

師）追放文」を起草した。
なん ぱ りん じ そうとく いっこう

⑶ 難破した前ルソン臨時総督ドン・ロドリゴ一行
とど はんせん けんぞう

をメキシコに送り届ける大型帆船を建造した。
とよとみ け そな たいほう

⑷ 豊臣家との戦いに備え、イギリスからの大砲
ぶ き だんやく こうにゅう ちゅうかい

や武器弾薬の購入について仲介をした。

解説 幕府は、岡本大八事件をきっかけとして
ちょっかつ ち

直轄地に対し禁教令を出します。さらに慶
長18年（1613）、家康公の命により、アダムスではな
く、以心崇伝が「伴天連追放文」を起草しました。長
文の追放文を一晩で書き上げたとされています。大

きり し たん じゃほう

意は、日本は神国仏国であり、切支丹が邪法を広め
うれ

ることは後世必ず国家の憂いをもたらすゆえに、早
しりぞ しょうぼう

く邪法を斥け正法を盛んにする必要がある、という
ものでした。将軍 秀忠の名で全国に交付され、長
崎や京都の教会は破壊され修道会士や主だったキリ
スト教徒はマカオやマニラに追放されました。江戸
時代を通じて幕府のキリシタン禁制の基本法となっ
たのです。

リーフデ号
出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題37
めいもん か けい

ヤン・ヨーステンは、オランダ名門商人の家系で、
め かか

ウイリアム・アダムスと共に家康公に召し抱えら
や しき

れました。ヨーステンの屋敷のあった地は、彼の
ちな ち めい

名前に因んだ地名で呼ばれ、現在に至っています
が、何という地名でしょうか？

や え す や さか

⑴ 八重洲 ⑵ 八坂
よこ す か よこはま

⑶ 横須賀 ⑷ 横浜

解説 東京駅八重洲口で知られる「八重洲」はヤ
ン・ヨーステンに因んだ地名と伝わります。

彼は「耶揚子（ヤンヨウスまたはヤヨウス）」と呼ばれ、
が し

家康公から与えられた屋敷の周辺を「やよす河岸」な
どと呼ぶようになったのが、地名としての「八重洲」
の始まりと云われます。ヨーステンの叔父はオラン
ダの都市デルフトの市長を務め、オランダ東インド
会社デルフト支社の重役にも就任していました。彼
はリーフデ号で漂着してから20年以上、日本に滞在
し家康公に仕えるとともに、自らジャンク船を所有、
朱印状を得て東南アジアとの貿易を行いました。
1615年には弟がオランダ船で平戸に来航し再会して
います。ヨーステンは日本におけるオランダ人の中
心的存在として、幕府の要人やイギリス商館長らと
も幅広く交流しています。

問題38
なんばんぼうえき さいだい ゆ しゅつひん

南蛮貿易における、日本の最大の輸出品は何で
しょうか？

⑴ 金 ⑵ 銀
しっ き に ほんとう

⑶ 漆器 ⑷ 日本刀

いわ み

解説 世界遺産に指定されている石見銀山（島
いく の あさ ご

根県大田市）を始め、生野銀山（兵庫県朝来
市）や佐渡金銀山（新潟県佐渡市）等、列島各地の鉱
山からは大量の銀が産出されていました。戦国時代、
銀山を所有していた大名は、その富をもとに国力を
増強しました。江戸時代になると、銀山は幕府直轄
領となり、幕府を支える重要な資金源の一つとなり

なまり はいふきほう

ました。特に石見銀山では、鉛を使用する「灰吹法」
せいれん

と呼ばれる精錬技術の導入により、良質の銀の大量
生産が可能となったことで、大量の銀が世界中に流
通したのです。そ
の量は、世界に流
通していた銀の約
3分の1を占めて
いたと言われてい
ます。この石見銀
山の初代奉行を勤
めたのが大久保長
安でした。

石見銀山の銀採掘のための坑道の一つ
ま ぶ

「龍源寺間歩」内部（島根県大田市）
出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑴ 解答… ⑵
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問題39
いとわっ ぷ せい ど

幕府が糸割符制度をつくったことにより、ポルト
てきせい か かく しゅよう ゆ にゅうひん き いと こう

ガル商人から適正価格で主要輸入品の“生糸”を購
にゅう げんさんこく

入できるようになりました。この生糸の原産国は
どこでしょうか？

⑴ インド ⑵ フィリピン
⑶ ペルシャ ⑷ 明（中国）

解説 当時（江戸時代初期）の日本にとって、最
も重要な輸入品は中国産の良質な生糸（白

ようさんぎょう

糸）でした。国内にも古代から中世にかけて養蚕業
はありましたが、織物に必要な良質の生糸を大量に
供給できるのは中国だけだったのです。生糸の貿易
はポルトガル商人が独占しており、価格決定権を握
られ、大量の銀が国内から流出する事態となってい
ました。家康公は、御用商人である茶屋四郎次郎を
中心に京、堺、長崎の特定商人に糸割符仲間（組合）
を作らせ、糸割符仲間がポルトガル商人から適正な

いっかつ

価格で輸入生糸を一括購入す
る仕組みを作り、ポルトガル

はいじょ

商人の利益独占を排除したの
です。当初はポルトガル商人
だけを対象としていましたが、
後に、中国、オランダ商人に
も適用されています。

問題40
きょ か しゅいんせん

幕府の許可を得て朱印船貿易を行った大名は10人い
いな ば のくに しか の

ましたが、そのなかの9人の大名（因幡国 鹿野藩主
かめ い これのり のぞ

亀井玆矩を除く）に共通することは何でしょうか？

⑴ キリシタン大名
ふ だい

⑵ 西国の譜代大名
と ざま

⑶ 九州の外様大名
ばっかく

⑷ 老中など幕閣の譜代大名

解説 朱印船貿易とは、江戸時代初めの慶長9
年（1604）から寛永12年（1635）にかけて、幕

府から海外渡航を許可された「朱印状」を持った船が
東南アジア諸国と行った貿易のことで、350隻以上
の朱印船が海外に渡航しました。幕府は朱印状の発
行収入と貿易での収入の一部を納付させることで利
益を得、貿易当事者は朱印状の所持により、貿易相
手国から信用されるとともに、他国から攻撃される
リスクを減らす効果がありました。朱印船貿易を

ただつね

担った大名は、島津忠恒（薩摩藩）、加藤清正（熊本
ただおき あり ま はるのぶ まつくらしげまさ

藩）、細川忠興（小倉藩）、有馬晴信・松倉重政（日野
なべしまかつしげ まつ ら しげのぶ

江藩）、鍋島勝茂（佐賀藩）、松浦鎮信（平戸藩）、竹
しげとし ご とうはるまさ

中重利（府内藩／大分市）、五島玄雅（福江藩／長崎
県五島市）の九州の外様大名9家と設問の亀井家を
含めた10家でした。 ※日野江藩（長崎県南島原市）
は有馬晴信の死罪後に松倉重政が入封しています。

慶長9年（1604）5月3日付け
の「糸割符奉書」 本多正純と
板倉勝重が署名している／
糸割符由緒書より

解答… ⑷ 解答… ⑶
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問題41
と こう アンナン

朱印船貿易で多くの日本商船が渡航した安南国や
コーチ

交趾国とは、現在のどの国のことでしょうか？

⑴ インドネシア ⑵ タイ
⑶ フィリピン ⑷ ベトナム

解説 安南国や交趾国は、現在のベトナムに
あった国でした。ベトナム中部のフェフォ

（現在のホイアン）は当時の代表的な国際貿易港で、
16世紀末からポルトガル人、オランダ人、中国人、
そして日本人などが来訪して栄えました。「関ヶ原
の戦い」の翌年の慶長6年（1601）、家康公は安南国
をはじめ東南アジア諸国と外交関係を結び、慶長9
年（1604）には朱印船貿易を開始します。フェフォに
は日本人町や中国人町（中華街）が作られました。日
本人貿易商たちによって設計・架橋されたと伝わる

らいえんばし

石づくりの来遠橋（日本橋）が、世界遺産のまち・ホ
イアンのシンボルと
して今も残されてい
ます。また、ベトナ
ム中部の港町ツーラ
ン（現在のダナン）に
も日本人町が築かれ
ていました。

問題42

朱印船貿易の活発化により、東南アジア各地に日
と し

本人町が建設されました。代表的な都市として、
アユタヤがありますが、これは現在のどの国にあ
る都市でしょうか？

⑴ インドネシア ⑵ タイ
⑶ フィリピン ⑷ ベトナム

解説 朱印船貿易の活発化とともに、東南アジ
ア各国の交易拠点都市に日本人町（日本人

居住区）ができるようになりました。一般的には8
ヶ所に日本人町があったと云われますが、最も有名

シャ ム

なのが暹羅国のアユタヤです。暹羅は現在のタイ王
国です。このアユタヤにあった日本人町で活躍した

ただすけ

のが山田長政です。長政は、沼津藩主の大久保忠佐
に仕え、22歳の時に朱印船で暹羅に渡ったと伝わり

ようへい とうかく

ます。彼は日本人の傭兵に加わった後に頭角を現し、
とうりょう

アユタヤの日本人町の頭領に
なっています。スペイン艦隊の

わた しりぞ

侵攻を2度に亘り退けた功績か
らアユタヤ国王の信任を得まし

あと つ

た。国王の死後、後継ぎ問題が
発生し、巻き込まれた長政は40

は らん

歳にして毒殺されるという波乱
ばんじょう

万丈の人生を送っています。
「アユタヤ日本人町の跡」
石碑（タイ アユタヤ）

出典：ウィキメディア・コモンズ
日本橋とも呼ばれる来遠橋
（ベトナム ホイアン）

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題43
ひ ぜんのくに ひ の え あり ま はるのぶ ながさき

肥前国 日野江藩主 有馬晴信が、長崎でのポルト
げきちん

ガル船撃沈（ノサ・セニョーラ・ダ・グラサ号事
おんしょう もっと き たい

件）の恩賞として最も期待したものは何でしょう
か？

かん い きゅうりょうかいふく

⑴ 官位 ⑵ 旧領回復
か ぞう ようしょく

⑶ 新領地の加増 ⑷ 幕府の要職

解説 もともと有馬氏は日野江城（長崎県南島
原市）を本拠地に、島原半島を治める戦国

うす き

大名でした。ところが、豊後臼杵城（大分県臼杵市）
おおともそうりん みず が え

の大友宗麟の圧力や肥前水ヶ江城（佐賀県佐賀市）の
りゅうぞう じ たかのぶ せば

龍造寺隆信の侵攻で徐々に支配地が狭まっていまし
うば

た。旧領回復とは、龍造寺隆信に奪われ、そのまま
なべしまなおしげ ふじ つ き しま その ぎ

佐賀藩鍋島直茂領となっていた藤津・杵島・彼杵3
郡を取り戻すことです。晴信は日野江藩4万石の大
名として島原半島を治めていましたが、やはり、旧
領回復は有馬氏にとって悲願であったのでしょう。
旧領を恩賞として与える
よう家康公に取り計らう

かんげん

という岡本大八の甘言に
乗り、大八の求めるまま
わい ろ

に賄賂を贈った晴信は、
無念の最期を迎えること
になってしまいました。

問題44
た がく きんせん だま ぎ ごく じ

前問の有馬晴信から多額の金銭を騙し取る疑獄事
けん おかもとだいはち

件を起こした岡本大八は誰の家臣だったでしょう
か？

ながやす ひでより

⑴ 大久保長安 ⑵ 豊臣秀頼
は せ がわふじひろ まさずみ

⑶ 長谷川藤広 ⑷ 本多正純

解説 事件の首謀者である岡本大八は、江戸の
与力であった岡本八郎左衛門の子として生

は せ がわふじひろ

まれたと云われ、はじめ長崎奉行の長谷川藤広に仕
え、その後、家康公側近の本多正純の家臣になりま

ぞうしゅうわい

した。この贈収賄事件により大八は駿府市中を引き
あ べ がわ

回しのうえ、安倍川の河原で火あぶりの刑に処され、
だま ざんしゅ

騙された有馬晴信も配流先の甲斐国で斬首されまし
た。晴信と大八はキリシタンであり、多額の賄賂は
キリスト教の布教資金に回ったと想像されます。ま
た、この事件をきっかけ
に、駿府城内の家臣や女
房衆にも幾人かのキリス
ト教信者がいることが判
明し、家康公は強い危機
感を持ちます。家康公が

かじ

禁教政策に舵を切るきっ
かけとなった大きな意味
を持つ事件といえます。

有馬晴信の居城 日野江城址
（長崎県南島原市）

出典：ウィキメディア・コモンズ

有馬晴信 木像／
有馬キリシタン遺産記念館
（長崎県南島原市）

解答… ⑵ 解答… ⑶・⑷
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問題45
つな まどぐち

江戸時代に、日本が海外と繋がる窓口となってい
よ

た地を、「四つの口」と呼んでいます。四つの口の
うち、中国と繋がっていたのは、どの地域でしょ
うか？

さつ ま つ し ま

⑴ 薩摩 ⑵ 対馬
まつまえ

⑶ 長崎 ⑷ 松前

解説 正解は⑶の長崎です。長崎といえば「出
島」の印象が強く、オランダとの窓口だっ

たことがまず思い浮かぶでしょう。長崎には中国商
きょりゅう ち とうじん おう

人の居留地である唐人屋敷が設置され、中国船の往
らい はる

来の方が、オランダ船の来往より遥かに多かったと
されます。江戸時代は日中間ならびに日本とオラン
ダの間で正式な国交はなく、中国とオランダは日本

つな

と交易で繋がる、「通商の国」でした（※朝鮮国と琉
球国に対しては国交を結んだ「通信の国」と分類され
ます）。長崎を代表する祭りの「長崎くんち」は、中

しゅんせつさい

国の旧正月を祝う「春節祭」
じゃおど

を起源とし、龍が舞う龍踊
なりもの

りや賑やかな鳴物は中国的
な雰囲気を色濃く伝えてい
ます。長崎の中華街が思い
浮かべば、正解に近づけた
でしょうか。

問題46
さ こく ばく ふ がいこうたいせい

「鎖国」と呼ばれる江戸時代の幕府の外交体制につ
いて、正しいものはどれでしょうか？

ゆいごん

⑴「鎖国」制度は、家康公の遺言により、家康公
じっ し

の死後に実施された。
ちょうせんつうしん

⑵ 将軍の代替わりごとに、朝鮮から「朝鮮通信
し は けん

使」が派遣された。
⑶「四つの口」は、幕府が外国と直接、交流・交
易を行った地域である。
しま づ し しんこう さつ ま

⑷ 島津氏の琉球侵攻をきっかけに、琉球は薩摩
ふ ぞく

に付属する国とされた。

解説 正解は⑵と⑷になります。朝鮮通信使は
原則として将軍の代替わりごとに派遣され、

文化8年（1811）まで計12回に及びました。また、慶
長12年（1607）の薩摩藩の琉球侵攻により、琉球は島
津氏の支配を受けることになりました。一方で、中
国との衝突を避けるため、琉球が中国にも仕える両
属を認めていました。「鎖国」は特定の命令・法令に
よるものではなく、江戸時代前期の様々な問題に対

かたちづく

応する中で徐々に形作られて
いったものです。鎖国体制で
は「四つの口」と呼ばれる地域
を介して、海外との交流・交
易が図られていました。

じゃおど

長崎くんち 龍踊り（長崎市）
出典：ウィキメディア・コモンズ

解答… ⑶ 解答… ⑵・⑷
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問題47
にん

慶長8年（1603）、征夷大将軍に任じられた家康公
きょうぞん も さく おこな

が、豊臣家との共存を模索するなかで行ったこと
は何でしょうか？

せいしつ きたのまんどころ しょう に い かん い おく

⑴ 秀吉の正室 北政所に正二位の官位を贈った。
かい き ほうこくさい かいさい

⑵ 秀吉の7回忌に合わせて豊国祭を開催した。
よどどの

⑶ 秀頼の母 淀殿のために淀城を建築した。
かんぱく すいせん

⑷ 秀頼を、父 秀吉と同じ関白に推薦した。

解説 家康公は始めから豊臣氏を滅ぼそうと考
えていたわけではないでしょう。幕府権力

を確立しながら、豊臣氏との共存を図っていこうと
していたことは、残された様々な史料からも明らか

もよお しょう さ

です。秀吉の七回忌に催した「豊国祭」もその証左と
びょう

なる一つの出来事です。この様子は幾種類かの「屏
ぶ え えが

風絵」に描かれており、名古屋市の徳川美術館所蔵
あら き むらしげ いわ さ また べ え

のものは、荒木村重の子である岩佐又兵衛の作によ
い とく しの

るものとされています。ここには、秀吉の遺徳を偲
んで踊る人々の姿が描かれる
反面、狂乱ともいえる姿や、
秀頼や淀殿と考えられる人物
などが殺される場面なども描
かれ、共存が出来なかった悲
劇的な結末を暗示しているよ
うで興味深いものです。

問題48

豊臣秀吉は亡くなった翌年の慶長4年（1599）、朝
しんごう たまわ とよくに

廷より神号（神様としての名前）を賜り、豊国神社
まつ

に祀られました。秀吉の神号は次のどれでしょう
か？

ごんげん てんじん

⑴ 権現 ⑵ 天神
ぼ さつ みょうじん

⑶ 菩薩 ⑷ 明神

解説 慶長3年（1598）8月18日、一代の英傑
豊臣秀吉は62年の生涯を閉じました。秀吉

の死はしばらくの間は秘密とされましたが、後に豊
しんりゅういんぼんしゅん

国神社の社僧となる神龍院梵舜は8月18日条の日記
しる

で秀吉の死を記しています。伏見城に置かれていた
い がい あ み だ が みね

秀吉の遺骸は慶長4年（1599）4月13日に阿弥陀ヶ峰
まいそう せんぐう

山頂に埋葬されました。4月18日に遷宮の儀が行わ
れ、その際に「豊国神社」が誕生します。これに先立

とよくにだい

つ4月16日、朝廷から「豊国大
みょうじん

明神」の神号が与えられたと伝
わります。これは日本の古名で

とよあしはらみず ほ のくに ゆ らい

ある「豊葦原瑞穂国」を由来とし
ていますが、豊臣の姓をも意識
したものだったのでしょう。4
月19日には正一位の神階が与え
られ、豊国神社に神として祀ら
れました。

あ み だ が みね

阿弥陀ヶ峰山頂の豊国廟
（京都市）

「豊国大明神」の掛け軸／
豊国神社（京都市）

解答… ⑵ 解答… ⑷
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問題49
じょう い そく い

慶長16年（1611）、天皇の譲位と即位の式に合わせ、
かいけん

家康公は秀頼と京都で会見を行いました。会見の
場所となったのはどこでしょうか？

に じょうじょう

⑴ 豊国神社 ⑵ 二条城
ふし み

⑶ 伏見城 ⑷ 淀城

解説 家康公は秀頼との会見について、早くか
らその必要性を考えていました。これは秀

頼に臣下の礼をとらせ、豊臣家の存続と大きな戦を
さ

避けたいと考えていたからです。慶長10年（1605）5
こうだいいん

月8日、家康公は高台院（秀吉の妻）を通じて、秀頼
に二条城に出向くよう働きかけましたが、豊臣氏の
家格を守ろうとする淀殿が反対して実現しませんで

ご みずのお

した。慶長16年（1611）3月、後水尾天皇の即位に際
じょうらく

して上洛した家康公は、再び二条城での秀頼との会
見を要請します。応ずれば徳川家への臣従を意味す

よしなが

るとして反対もありましたが、加藤清正や浅野幸長
らの取り成しもあり
会見は実現しました
（二条城会見）。この
会見の意義について
は、家康公と秀頼の
上下関係説、対等説
など諸説があります。

問題50
あんさつ どくまんじゅう

前問の会見の際に、秀頼を暗殺しようと毒饅頭を
よう い みずか た でんしょう

用意し、自らも食べてみせたとの伝承がある三河
武士は誰でしょうか？

とり い もとただ ひらいわちかよし

⑴ 鳥居元忠 ⑵ 平岩親吉
ただかつ まさのぶ

⑶ 本多忠勝 ⑷ 本多正信

解説 慶長16年（1611）3月28日の家康公と秀頼
ご えい

の「二条城会見」の4ヶ月後、秀頼を護衛し
ちまた

た加藤清正が死亡してしまいます。これを受けて巷
では「家康公による毒饅頭暗殺計画」がまことしやか

る ふ

に流布されました。秀頼暗殺の密命を受けた平岩親
みずか

吉が、自ら毒針を刺した饅頭を食べて見せ、秀頼に
すす

勧めます。危険を感じた加藤清正がその饅頭を食べ、
二人とも死亡したという内容ですが、このことから
ち こうせい

“遅効性”の毒が饅頭の中に仕込まれていたという内
うわさ

容の噂が広まってしまいました。ただ、このような
毒は存在せず、二人の
死亡時期も半年離れて
いた（加藤清正死去 8
月2日、平岩親吉死去
翌年2月1日）という

しんぴょう

事実からも、その信憑
せい

性はほとんどないと考
えられます。

平岩親吉 像／平田院 蔵（名古屋市）
出典：ウィキメディア・コモンズ二条城（京都市）

解答… ⑵ 解答… ⑵



「家康公検定 ２０２4」 「家康公検定 ２０２4」

58 59

問題51
じゅんたく ざいさん へ

潤沢な豊臣氏の財産を減らすため、家康公が秀頼
すす

に勧めたとされるのはどのようなことでしょう
か？

ろうにん こうろく さい こ よう

⑴ 多くの浪人を高禄で再雇用すること
ご しょ だい き ぼ しゅうちく

⑵ 京都御所の大規模な修築
じ しゃぶっかく

⑶ 京都を中心とした寺社仏閣の修築
いしがき ぶ しん

⑷ 江戸城の石垣普請

ついぜん く よう き ない

解説 秀頼は、秀吉の追善供養として畿内を中
こうはい

心に、戦乱で荒廃していた多数の寺社に寄
が らん しゃでん

進を行い、伽藍や社殿の再興を行いました。主なも
とう じ こんどう さんじゅうさんげんどう

ので、寺院では東寺金堂・三十三間堂西大門（現東
えんりゃく よ かわちゅうどう いわ し みず

寺南大門）・延暦寺横川中堂など、神社では石清水
すみよし

八幡宮・北野天満宮・住吉大社の各社殿などで、総
のぼ

数は60件以上に上ると考えられています。ただしこ
れらの事業は秀頼が幼少の頃になされたものがほと
んどであり、秀頼の意思によるものではなく、豊臣

そ さくりゃく

氏の財力を削ぐための家康公の策略とも云われてい
ます。いずれにしろ、寺社
の再興が進んだことでその
多くが現存することとなり、

のこ

重要な文化財として遺され
ていることは大変素晴らし
いことです。

問題52
さいけん ほうこう じ ぼんしょう きざ

豊臣秀頼が再建した京都 方広寺の梵鐘に刻まれ
じん かいせん めいぶん

た、「大坂冬の陣」開戦のきっかけとなった銘文と
はどれでしょうか？

おん り え ど ごん ぐ じょう ど

⑴ 厭離穢土、欣求浄土
こっ か あんこう くんしんほうらく

⑵ 国家安康、君臣豊楽
しんりゃくじょ か ふ どうじょざん

⑶ 侵掠如火、不動如山
ほうざんこうそう し そんいんしょう

⑷ 豊山降霜、子孫殷昌

しょうめい

解説 「方広寺鐘銘事件」と云われますが、当時、
方広寺という寺号は実際には存在せず、単

だいぶつでん

に大仏殿などと呼ばれていたようです。この事件は、
ぞうりゅう

秀頼が京大仏の造立と大仏殿の再建に際して、寺に
納める梵鐘の銘文を巡り生じたものです。筆者は豊
臣氏の家老である片桐且元の命により、南禅寺の僧
ぶんえいせいかん

文英清韓が選ばれました。この銘文の途中に「国家
し かい せ け ばんざいでんぽう し そんいんしょう

安康 四海施化 万歳伝芳 君臣豊楽 子孫殷昌」とあ
はやし ら ざん いみな

り、林羅山らは「公の諱を家と康に分断して家康を
じゅ そ

呪詛している」とし、「豊臣を君主
として楽しむ」という底意が隠さ
れていると批判したのです。裁定
に当たった京都五山の僧たちは、
呪詛の意味は“なし”としながらも、
諱を使用すること自体が不敬であ
ると結論付けました。

梵鐘に刻まれた銘文／
方広寺（京都市）北野天満宮 本殿（京都市）

解答… ⑶ 解答… ⑵
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問題53
しょうめい じ けん べんめい おとず

前問の「方広寺鐘銘事件」の弁明のため駿府を訪れ、
こうしょう つと か ろう

家康公と豊臣家の和平交渉に努めた豊臣家の家老
は誰でしょうか？

いし だ みつなり お だ ながます

⑴ 石田三成 ⑵ 織田長益
かたぎりかつもと さな だ のぶしげ

⑶ 片桐且元 ⑷ 真田信繁

お う みのくに

解説 片桐且元は近江国の生まれで、もともと
あざ い ながまさ

は浅井長政に仕えていた武士です。長政が
織田信長によって滅ぼされた際は最後まで戦い、大
はるなが の

野治長らと落ち延びたと考えられています。片桐家
はもともと名家であり、後の淀殿を始めとする「浅
井三姉妹」などとも親交があったのではと考えられ
ています。後に秀吉によって石田三成や大野治長ら
とともに召し抱えられ、柴田勝家と

しず が たけ たた

の「賤ヶ岳の合戦」では「七本槍」と称
えられる働きをしました。秀吉亡き

もりやく

後は秀頼の傅役として豊臣家を支え
こん い

ます。家康公とも懇意にしていたと
いう記録もあり、徳川家との交渉を
一手に引き受けていました。豊臣家

ほんそう

存続のために奔走したことが理解さ
れず、大坂城を追放されてしまいま
すが、さぞ無念であったろうと推測
されます。

問題54
がた だいぐんぜい

「大坂冬の陣」の開戦にあたり、徳川方は大軍勢で
ばん

江戸から大坂へと向かいました。徳川本軍は1番
たい へんせい ひっとう

隊から5番隊で編成されましたが、1番隊筆頭を
つと ぶ しょう

務めた武将は誰でしょうか？
い い なおつぐ さか い いえつぐ

⑴ 井伊直継 ⑵ 酒井家次
とり い ただまさ ほん だ ただとも

⑶ 鳥居忠政 ⑷ 本多忠朝

解説 慶長19年（1614）、大坂へ向かうために大
た

御所の家康公は10月11日に駿府を発ちまし
だ て まさむね

た。同21日には秀忠本軍の先発隊として伊達政宗が
進発し、将軍 秀忠が江戸を出発したのは同23日で
した。秀忠本軍は1番隊（組）から5番隊ほか旗本大
組頭隊などで編成されており、数万人の大軍勢でし

ひき

た。1番隊を率いたのが酒井家次で、以下、2番隊
さかきばらやすかつ ど い としかつ

は本多忠朝、3番隊は榊原康勝、4番隊は土井利勝、
さか い ただ よ

5番隊は酒井忠世が率いたとされます（「大坂御陣
家々御尋記」）。なお、秀忠は

お

「関ヶ原合戦」での負い目も
あってか、強行軍にて大坂
を目指しました。本軍に追
いつかれそうになった政宗

あせ

は焦ったのでしょう、1番
隊の家次に進軍の状況を伝
える書状も残されています。

片桐且元 像／
片桐貞央氏 蔵

出典：ウィキメディア・コモンズ

酒井家次の事跡が記されている
「御世紀 四」／致道博物館 蔵

（山形県鶴岡市）

解答… ⑶ 解答… ⑵
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問題55
がた

「大坂冬の陣」において、豊臣方は大坂城の南に特
で じろ ぞうせい せ よ

別な出城を造成し、攻め寄せる徳川方をさんざん
やぶ

に打ち破りました。この出城は何と呼ばれたで
しょうか？

さな だ まる じ ぶ しょうぐる わ

⑴ 真田丸 ⑵ 治部少曲輪
まつ やまざと

⑶ 松の丸 ⑷ 山里曲輪

くみ

解説 豊臣方に与した浪人衆のリーダーとも言
のぶしげ ゆきむら

えるのが真田信繁でした。後世、真田幸村
さるとび さ すけ

として講談話などで有名になった武将で、猿飛佐助
きりがくれさいぞう み よしせいかいにゅうどう

や霧隠才蔵、三好清海入道ら「真田十勇士」が家康
公を相手に活躍する架空の物語も生まれています。
「関ヶ原の合戦」の際には、居城である信州上田城に
父の昌幸と共に立てこもり、徳川秀忠の軍勢を迎え

つわもの

討って破った歴戦の兵です。「大坂冬の陣」に際して
は、大坂城の弱点と考えられた南口に「出城」を築き

に

ました。武田氏が多く構築した「馬出し」に似た機動
性のある出城であり、堀
は深く、様々な角度から
攻撃できる構造でした。
この出城を「真田丸」と呼
び、徳川方の主力であっ
た井伊隊や前田隊などが
さんざん

散々な目にあったのです。

問題56
わ ぼく けっ か

「大坂冬の陣」の和睦の結果、大坂城に立てこもって
ろうにん

いた浪人たちはどのようになったのでしょうか？
ざい か ふ もん のこ

⑴ 罪科は不問とされ、多くの者が大坂城に残った。
たいきょ

⑵ 罪科は不問とされたが、多くの者が大坂城から退去した。
ついほう

⑶ 大坂城から追放されたため、京都 二条城を
ほう い

包囲して戦った。
れんこう ろう

⑷ 江戸や駿府に連行され、牢に入れられた。

解説 「冬の陣」の和睦条件の一つに、浪人衆の
じょう ほ

問題がありました。徳川方は大いに譲歩し
て浪人衆の罪科を不問としたのですが、これには、

ほうしょう

秀頼が独断で褒賞などを与えないこともその条件で
した。浪人衆の力を骨抜きにしようと考えたのです。
彼らは多くが大坂城に残り、中には京の町に繰り出

ろうぜき

して狼藉を働く者なども現れるようになります。規
ふ おん

律のとれた軍兵ではなかったのです。彼らの不穏な
ちくいち

動きは、板倉勝重らによって逐一、駿府の家康公に
伝えられていました。さらには、豊臣方が示した本

は きゃく あげ く

丸以外の破却についてもなかなか実行せず、挙句の
う

果てには埋めた堀を掘り返す
始末でした。これにより危機
を感じた家康公は、「最期の
戦い」と覚悟を決め「夏の陣」
に向かうことになるのです。真田丸顕彰碑（大阪市） 大阪城の内堀（大阪市）

解答… ⑴ 解答… ⑴
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問題57
いったん わ ぼく

一旦和睦した徳川幕府と大坂城の豊臣家でしたが、
ふたた ほり う じょう

再び戦いとなります。堀を埋められた大坂方は城
がい げきせん

外に出て戦い、激戦となりました。この「大坂夏の
てんのう じ ぐち じ なん

陣」の「天王寺口の戦い」で、徳川四天王の二男が
うちじに むす こ

討死していますが、誰の息子だったでしょうか？
なおまさ ただつぐ

⑴ 井伊直政 ⑵ 酒井忠次
⑶ 榊原康政 ⑷ 本多忠勝

ただとも

解説 正解は本多忠勝の二男 忠朝です。慶長
5年（1600）の「関ヶ原の戦い」には父と共に
おと

従軍、父に劣らぬ戦いぶりで家康公を感心させたと
くわ な

伝わります。戦後、父が伊勢桑名藩に移封されると、
かず さ おお た き

父の旧領 上総大多喜5万石を与えられました。「大
坂冬の陣」では、酒を飲んでいたために不覚を取り、

とが

家康公に咎められてしまいます。翌20年（1615）の「大
お めい

坂夏の陣」のとき、忠朝は汚名を返上しようと「天王
もう り かつなが

寺口の戦い」で先鋒を務め、毛利勝永軍と正面から
戦いました。奮戦しましたが戦死してしまいます。

ま ぎわ いまし

死の間際、忠朝は「戒むべき
もう

は酒なり、今後わが墓に詣で
さけぎら

る者は、必ず酒嫌いとなるべ
ゆいごん

し」と遺言したといわれ、墓
いっしん じ

のある一心寺には「酒封じの
神」としても祀られています。

問題58
えんじょう すく せんひめ よく さい

炎上する大坂城から救い出された千姫は、翌年再
こん あい て ぶ しょう

婚します。この再婚相手となった武将は誰でしょ
うか？

きょうごくただたか ただとき

⑴ 京極忠高 ⑵ 本多忠刻
としつね ただなお

⑶ 前田利常 ⑷ 松平忠直

解説 本多忠刻は本多忠勝の孫にあたる武将で
す。父親の忠政と共に「大坂の陣」に出陣し

び もくしゅうれい

戦功を挙げました。眉目秀麗で、大坂落城後に江戸
あつ た み そ

に向かう千姫に、桑名から熱田に向かう船中で見染
いつ わ

められたとの逸話が残ります。豊臣秀頼と死別した
千姫に対する家康公の配慮もあり、再婚相手として
忠刻に白羽の矢が立ちました。家康公は「夏の陣」の
翌年に亡くなりましたが、千姫は同年、父の秀忠か

さいえん

ら10万石の化粧料を付与されて忠刻のもとに再縁し
はり ま

ます。翌年、本多家が播磨姫路藩に転封されると姫
路城に居を移し、長女 勝姫（池田光政正室）と長男

ぼっ

幸千代が生まれました。しかし幸千代が3歳で没し、
寛永3年（1626）には夫
忠刻が没するなど不幸が
続くと、千姫は本多家を
娘 勝姫と共に出て江戸

てんじゅ

城に入り、出家して天樹
いん

院と号しました。
本多忠朝の墓と酒封じ祈願の
ひしゃく／一心寺（大阪市）

ぐる わ

姫路城 千姫曲輪（兵庫県姫路市）

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題59
そくしつ う さい

秀頼には側室の産んだ子が二人いました。8歳の
くにまつ しょけい

男子の国松は、「大坂の陣」のあと処刑されました
むすめ いもうと

が、娘（国松の妹）はどうなったでしょうか？
らくじょう さい そ ぼ よどどの

⑴ 大坂城落城の際、父 秀頼、祖母 淀殿ととも
じ がい

に自害した。
だっしゅつ ご つか ろく

⑵ 兄と同じく、大坂城脱出後に捕まり、京都六
じょう が わら

条河原で処刑された。
しゅっ け じょめい ようじょ

⑶ 出家を条件に助命され、千姫の養女となり、
かまくら に そう

鎌倉の寺で尼僧になった。
じょうこういん とつ

⑷ 女性のため助命され、淀殿の妹 常高院が嫁
きょうごく け

いだ京極家の養女となった。

解説 秀頼の娘は寺に入って出家することを条
たんがん

件に、千姫の助命嘆願が聞き届けられたと
てんしゅう に

伝わります。当時7歳であった娘は天秀尼と名乗り、
とうけい じ

鎌倉の東慶寺に入山させられました。「駿府記」によ
れば、大坂落城の7日後の元和元年（1615）5月12日
条に、京極忠高より、秀頼の息女（7歳）を捕らえた
という報告が入ったと記されています。なお、秀頼
の長男の国松は、この月には京都

ざんしゅ

で斬首されています。家康公は千
かな

姫の願いを叶えるよう命じ、秀頼
の娘は東慶寺の尼僧として生き延
びることができたのです。

問題60
げん な ぶ

大坂の陣が終わった元和元年（1615）、家康公は「武
け しょはっ と きんちゅうならびに く げ せいてい

家諸法度」や「禁中並公家諸法度」を制定しました。
き そう

家康公に命じられ、これらを起草した（文案をつ
くった）のは誰でしょうか？

い しんすうでん いたくらかつしげ

⑴ 以心崇伝 ⑵ 板倉勝重
なんこうぼうてんかい はやし ら ざん

⑶ 南光坊天海 ⑷ 林羅山

解説 以心崇伝は家康公のブレーンとして最も
有名な僧で、家康公より27歳若い永禄12年

いっしき

（1569）生まれです。名門一色氏の出身で、足利将軍
家の側近として将来を約束されていました。しかし
げん き あしかがよしあき

元亀4年（1573）、足利義昭が織田信長に追放されて
室町幕府が滅亡したため、幼少時に京都五山の筆頭

なんぜん じ せっ つ

である南禅寺にて出家します。その後は24歳で摂津
のくに ふくごん じ さ が みのくにぜんこう じ

国の福厳寺、相模国禅興寺の住職となり、慶長10年
けんちょう じ

（1605）2月、37歳で鎌倉五山筆頭の建長寺住職とな
りました。そして3月には南禅寺270世住職となっ
たのです。その後、慶長13年

しょうこく じ さいしょう じょう たい

（1608）に相国寺の西笑承兌
すいせん

の推薦により家康公に招かれ
て駿府政権に参画します。そ

かんしつげんきつ

して閑室元佶らと共に主に対
豊臣外交を担当するように
なったと考えられています。

以心崇伝 像／金地院開山堂
（京都市）東慶寺 山門（鎌倉市）

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題61
はっ ぷ

「武家諸法度」及び「禁中並公家諸法度」が発布され
た場所はどこでしょうか？

ご しょ

⑴「武家諸法度」は江戸城、「禁中並公家諸法度」は京都御所
ち おんいん

⑵「武家諸法度」は駿府城、「禁中並公家諸法度」は知恩院
⑶「武家諸法度」は伏見城、「禁中並公家諸法度」は二条城
⑷ どちらも二条城

解説 伏見城は文禄元年（1592）、秀吉により築
城された城です。その後、地震による倒壊

ぜんしょうせん

や「関ヶ原合戦」の前哨戦での西軍の攻撃による炎上
などがありました。その後、家康公による再建など
三度にわたり建て直された城です。まさに、豊臣か

しっせいしゃ

ら徳川へと天下を治める執政者の居城として、その
存在感を示してきました。家康公も、幕府を開いた

ひんぱん

後も伏見城を頻繁に利用しており、江戸城より在城
日数が多かったとされるほどです。秀忠や家光の将
軍宣下もここで行われ、「伏見幕府」と呼ぶ研究者も
少なくありません。武家諸
法度の発布もこのような事
情から伏見城で行われまし
た。一方、二条城は朝廷を
意識した城でしたから、禁
中並公家諸法度の発布にふ
さわしかったのでしょう。

問題62
ふく

次のなかで、「武家諸法度」に含まれていない内容
はどれでしょうか？

ぶん ぶ きゅう ば はげ

⑴ 文武弓馬の道に励むこと
しゅしょく おぼ

⑵ 酒色に溺れることがないようにすること
はんざいにん かくま

⑶ 犯罪人を匿わないこと
ほか はい

⑷ 城はひとつだけ残し、他の城は廃すること

解説 「一国一城令」は「武家諸法度」と同時期に
江戸幕府によって出された法令です。諸大

は きゃく

名に対し、居城以外のすべての城の破却を命じたも
ので、将軍の秀忠が発令しました。ただし、法令の
立案者は大御所である家康公であったとされていま
す。この「一国」とは、律令制度における「律令国」と、
大名の「領国」の二種類がありました。例えば、尾張
徳川家の領国は、尾張国全域と美濃・三河・信濃の
国の一部にまたがりましたが、領国一城という考え

なる せ

に従い名古屋城のみに限られました。しかし成瀬氏
つけ が ろう

などの附家老は独立
した大名と同様に扱
われ、尾張徳川家の
領国内にありながら
犬山城などは破却さ
れずに残されたので
す。

伏見城跡に造られた「伏見桃山陵
（明治天皇陵）」（京都市） 国宝 犬山城天守（愛知県犬山市）

解答… ⑶ 解答… ⑷
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問題63
せい し

「武家諸法度」制定の4年前に出された「大名誓詞
三ヶ条」の目的は何でしょうか？

したが

⑴ 将軍家（幕府）の命令に従わせること
あふ こ よう そくしん

⑵ 世に溢れる浪人たちの雇用を促進させること
⑶ キリシタンを取り締まること

ちょうてい かん い かんしょく きょ か

⑷ 朝廷からの官位・官職を幕府の許可なく受け
させないこと

解説 この「大名誓詞三ヶ条」からは、家康公と
秀頼の「二条城会見」との大きな関係性が見

て取れます。慶長16年（1611）3月の会見で、秀頼を
しんじゅう

徳川に臣従させたと考えられていますが、一方で豊
おん こ

臣恩顧の大名たちはいつでも徳川を離れ豊臣に従う、
うかが

そんな自信が秀頼の堂々とした態度から窺えたので
しょう。家康公は翌4月、後水尾天皇の即位礼に合
わせて、在京の諸大名22名を二条城に集め、三ヶ条
を誓約させました。それは「源頼朝以後、代々の将
軍家が定めた法が守られてきたように江戸の将軍家

そむ

の法度を守ること」「法度に背いた者は、それぞれの
国に隠し置いてはならない」「反

かか

逆・殺害人である者を抱えてはな
らない」といった内容です。徳川
将軍家には背かないことを諸大名
に誓わせたのです。

問題64
たいしょう ほうれい

「武家諸法度」は誰を対象とした法令でしょうか？

⑴ 外様大名 ⑵ すべての大名
⑶ 徳川家の家臣 ⑷ すべての武士

解説 大名統制のための13ヶ条の「武家諸法度」
は、慶長16年（1611）に発せられた「大名誓

詞三ヶ条」に以心崇伝が起草した10ヶ条を付け加え
しょうれい

たものです。主に文武や倹約の奨励といった武家と
き はん むね

しての規範を旨としており、それ以外に大名同士の
こんいん かくま

婚姻の許可制や、罪人を匿うことを禁じるなどの統
治制限が含まれていました。また許可なく城の増改
築を禁ずるなど、大名たちに対する内容ですが、こ

と ざま

れらは外様・譜代関係なく命じられたものです。五
てん な れい

代将軍 綱吉の代に発布された「天和令」までは大名
が対象となっていましたが、その後は大名以外の旗
本御家人や藩士
（幕府からみた
ばいしん

陪臣）など広い
意味での武家も
含まれるような
法令へと変化し
ていきました。

「武家諸法度」提供：東京国立博物館

解答… ⑴ 解答… ⑵
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問題65
む だんしゅうちく

元和5年（1619）、広島城の無断修築が「武家諸法
い はん かいえき おん こ

度」に違反したとして、改易された豊臣恩顧の大
名は誰でしょうか？

う き た ひでいえ か とうきよまさ

⑴ 宇喜多秀家 ⑵ 加藤清正
た なかよしまさ ふくしままさのり

⑶ 田中吉政 ⑷ 福島正則

おおまんどころ

解説 福島正則の母は、秀吉の母 大政所の妹
きっすい

ということもあり、正則は生粋の豊臣重臣
し えん

です。「関ヶ原の戦い」では石田三成との私怨から徳
ろんこうこうしょう

川方について戦いましたが、戦後の論功行賞により
あ き びん ご とも

安芸広島、備後鞆の50万石を与えられました。その
じんりょく

後は、豊臣家と徳川家の共存に向けて尽力しました
が、大坂の陣では一族が分かれて戦うことになって
しまいます。家康公が死去すると、その年に広島を
おそ

襲った台風により広島城は大きな被害を受けました。
あま も

せめて雨漏りは修理したいと幕府に届け出はして
あったものの、許可が下りる前に修理をしてしまい
ます。結果的にこの
ことが「武家諸法度」
の法令違反とみなさ

たか い の

れ、信濃国高井野藩
4万5千石に減封、
数年後にこの地で没
しました。

問題66
ふく

次のなかで、「禁中並公家諸法度」に含まれていな
い内容はどれでしょうか？

てんのう がくもん せい じ かん よ

⑴ 天皇は学問が第一で、政治に関与しないこと
よう し か のう

⑵ 養子は武家からとることも可能だが、女性は
か とく そうぞく

家督を相続できない
げんごう こ じ き しょ き

⑶ 元号は日本の「古事記」や「日本書紀」から選ぶ
こと
ぶ け かん い

⑷ 武家の官位は公家の官位とは別に考えること

解説 元号を改める場合は、⑶のように日本の
古典からではなく、原則として中国の漢朝

えん ぎ

の年号から縁起の良いものを選ぶよう「禁中並公家
諸法度」第8条で定められました。この法度は全部
で17条からなる法令ですが、1条から12条までが皇
室および公家が守るべき様々な規定が記されており、
13条以降が僧の官位についての規定となっています。

はっ

この法度の制定には、6年前の慶長14年（1609）に発
かく いのくま さい

覚した猪熊事件がありました。この事件の調査と裁
てい けい き

定を幕府が行ったことが契機となり「公家衆法度」
ちょっきょ し え

「勅許紫衣之法度」などが定
められ、「禁中並公家諸法
度」に至って、天皇や公家
に対する基本方針が確立さ
れたのです。広島城天守（広島市） 京都御所 紫雲殿（京都市）

解答… ⑷ 解答… ⑶
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問題67
ご さん け よしむね

徳川御三家のなかで、八代将軍 吉宗と十四代将
いえもち

軍 家茂を出した家はどこでしょうか？
お わり け き い

⑴ 尾張家 ⑵ 紀伊家
み と

⑶ 水戸家 ⑷ 紀伊家と水戸家

解説 御三家はいずれも家康公の男子を始祖と
しんぱん

し、家康公の血を引く親藩の最高位にあり
ました。将軍家とともに徳川姓を名乗ること、三つ
葉葵の家紋使用が許された別格の大名家でしたが、

けい し

特に尾張家と紀伊家は将軍の継嗣がいない場合に将
軍職を継ぐ家、水戸家は副将軍職の家として認めら

いえつぐ

れていました。そこで七代将軍 家継が8歳で死去
して宗家が断絶した際、八代将軍として迎えられた
のは紀伊家の吉宗でした。そして十四代将軍 家茂
も紀伊家からの将軍ということになりました。吉宗
から家茂までの間は紀伊家の血筋が続いており、家

すいきょ

茂の将軍推挙も紀伊家当主であることが大きな理由
となったのです。尾

いえ

張家は六代将軍 家
のぶ

宣の後継に押された
あら い はくせき

のですが、新井白石
らの反対に会い、将

はいしゅつ

軍を輩出することは
ありませんでした。

問題68
ご さんきょう そうせつ

御三家にならい、後に御三卿の制度を創設した将
軍はだれでしょうか？

いえみつ つなよし

⑴ 三代 家光 ⑵ 五代 綱吉
よしむね いえなり

⑶ 八代 吉宗 ⑷ 十一代 家斉

解説 御三卿というのは徳川将軍家の一門で、
た やす ひとつばし し みず

「田安徳川家」「一橋徳川家」「清水徳川家」の
こと

三家を指します。彼らは御三家と異なり大名でも藩
主でもなく、将軍家の身内として江戸城内に存在し

へ や ず けい し にな

（「部屋住み」）、将軍継嗣を担うだけでなく、御三
家や親藩へも養子を提供するなどの役目を負ってい

きょう

きました。もともとは、八代将軍 徳川吉宗が、享
ほう むねたけ げんぶん

保16年（1731）に二男の宗武（田安家初代）に、元文5
むねただ

年（1740）に四男の宗尹（一橋家初代）に、それぞれ江
戸城内に屋敷を与えたことに始まります。さらに九

いえしげ ほう

代将軍 家重が、宝
れき

暦9年（1759）に、二
しげよし

男の重好（清水家初
代）へ屋敷を与えた
ことで「御三卿」が成
立しました。「寛政
の改革」で名高い老
中 松平定信は田安
家の出身です。和歌山城天守（和歌山市） 徳川吉宗 像（德川記念財団 蔵）

解答… ⑵ 解答… ⑶
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問題69

徳川御三卿のなかで、将軍を出した家はどこで
しょうか？

し みず た やす

⑴ 清水家 ⑵ 田安家
ひとつばし

⑶ 一橋家 ⑷ どこも出していない

解説 一橋家から、十一代将軍 家斉と十五代
よしのぶ

将軍 慶喜が出ています。慶喜は11歳で十
いえよし

二代将軍 家慶の意向を受けて、水戸家から一橋家
か えい

の養子となりました。嘉永6年（1853）、ペリー来航
の混乱の中で将軍 家慶が病死し、その跡を継いだ

いえさだ もう

十三代将軍 家定は病弱で男子を儲ける見込みがあ
けい し

りませんでした。そんな状況の中で将軍継嗣問題が
お なりあき あ

浮上します。慶喜を推す水戸の徳川斉昭や老中 阿
べ まさひろ しま づ なりあきら

部正弘、薩摩藩主 島津斉彬ら「一橋派」と、紀州藩
よしとみ

主 徳川慶福を推す彦根藩
なおすけ

主 井伊直弼や大奥の有力
者などの「南紀派」が対立し
ました。結果、十四代将軍
には紀州藩主の慶福が就任
いえもち

（家茂に改名）しますが、京
きゅうせい

都で急逝すると、慶喜が十
五代将軍となったのです。
慶喜が将軍になるまでには

きょくせつ

様々な曲折があったのです。

問題70
ひっとうつけ が ろう なる せ まさなり きょじょう

尾張徳川家の筆頭附家老 成瀬正成が居城とした
のはどの城でしょうか？

いぬやま かに え

⑴ 犬山城 ⑵ 蟹江城
きよ す こ まき

⑶ 清洲城 ⑷ 小牧城

解説 附家老とは、御三家など将軍の一族を大
名にした時、将軍からの命令を受けて家老

じきしん

として附属された徳川家の直臣を指します。彼らに
ばいしん

してみれば、将軍家の直臣から陪臣へと格下げにな
るわけで、命令を受けたものの拒否する家臣たちも
いました。このような事情もあり、幕府は彼らを特
別に附属させられた家老として「附家老」と呼び、藩
主とは別に領地や城を与えて大名格として扱うよう
にしたのです。尾張徳川家では成瀬家の犬山城と竹
腰家の美濃国今尾城、紀伊徳川家では安藤家の田辺

しんぐう

城と水野家の新宮城、水戸徳川家では中山家の松岡
たかはぎ

城（高萩市）などが有
名で、それぞれ3万
石程度の石高も個別
に認められたのです。
現在、国宝犬山城は、
公益財団法人犬山城
白帝文庫が所有して
います。徳川慶喜 像（国立国会図書館 蔵） 木曽川から望む犬山城（犬山市）

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題71
た なべ

田辺城を居城とした、紀伊徳川家の筆頭附家老は
誰でしょうか？

あんどうなおつぐ たけのこしまさのぶ

⑴ 安藤直次 ⑵ 竹腰正信
むらこしなおよし みず の しげなか

⑶ 村越直吉 ⑷ 水野重央

解説 安藤直次は、駿府で人質生活を送ってい
こう じ

た家康公が元服した年（弘治元年／1555）に
へきかいぐんくわ こ だい わ ちょう

三河国碧海郡桑子（現在の岡崎市大和町）で生まれた
きっすい ういじん

生粋の三河武士です。「姉川の合戦」で初陣、以後、
「長篠の合戦」や「小牧・長久手の合戦」などで武功を
挙げ、「関ヶ原の合戦」後は第二世代の成瀬正成や本
多正純らとともに、家康公の側近として駿府政権に

めい

参画しました。慶長15年（1610）には、家康公の命で
よりのぶ

十男頼宣の附家老に任じられます。しかし、幼い頼
宣は駿府に在城していたので、そのまま家康公の大
御所政治に参画し
ていました。家康
公没後、元和5年
（1619）、頼宣が紀
伊藩主になり和歌
山城に移ると田辺
城を拝領、田辺3
万8千石の城主と
なりました。

問題72
さん ぶ ぎょう おにさく ざ

三河三奉行のひとり、鬼作左として知られる本多
しげつぐ なりしげ

重次の子 成重は、家康公の血を引く松平家の附
めい はん

家老を命じられました。どこの藩でしょうか？
えち ご じょうえつ

⑴ 越後 高田藩 （新潟県上越市）
えちぜん きたのしょう

⑵ 越前 北庄（福井）藩（福井県福井市）
さぬ き

⑶ 讃岐 高松藩 （香川県高松市）
む つ

⑷ 陸奥 会津藩 （福島県会津若松市）

ただなお

解説 本多成重は越前松平忠直の附家老となり
ました。もともと越前藩は、家康公の二男

である秀康に「関ヶ原合戦」の論功行賞として与えら
れた67万石の大藩でした。慶長18年（1613）に秀康の
跡を継いだ忠直の附家老となり、丸岡4万石（現在

い と こ とみまさ

の福井県坂井市）を領して従兄弟の本多富正と共に
若年の忠直を補佐したのです。忠直は「大坂夏の陣」
では真田信繁隊と進んで戦い、苦戦しながらも信繁

おお て がら

を討ち取る大手柄を挙げました。しかし加増もなく、
不満を抱いた忠直は、秀忠の代に乱行が目立つよう
になり改易されてしまいまし
た。成重はこの時に丸岡藩主
として独立し、大名となった
のです。丸岡城天守は現存天
守として国の重要文化財に指
定されています。紀伊田辺城跡（和歌山県田辺市） 丸岡城天守（福井県坂井市）

解答… ⑴ 解答… ⑵
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問題73
ぼ だい じ ぞうじょう じ

徳川家が江戸で菩提寺として定めた増上寺（東京
しゅう は

都港区）の宗派は何でしょうか？
じょう ど しゅう しん

⑴ 浄土宗 ⑵ 浄土真宗
てんだい りんざい

⑶ 天台宗 ⑷ 臨済宗

解説 徳川家は、家康公が松平姓から徳川姓に
改姓する以前から、浄土宗を家の宗派とし

ていました。これは、家康公から6代前の当主であ
のぶみつ ほうとく いわ づ

る3代 松平信光が、宝徳3年（1451）に岩津城下（岡
ちんぜい は

崎市）に浄土宗鎮西派の信光明寺を建立したことに
そうとうしゅう せいざんふかくさ

始まります。松平信光は、曹洞宗、浄土宗西山深草
は

派の寺院も建立していますが、4代 松平親忠が安
ぼ だい じ だいじゅ じ こん

城松平家の菩提寺として岡崎に浄土宗の大樹寺を建
りゅう ちょう よ ち おんいん

立したことや、息子の超誉が浄土宗総本山の知恩院
の門主となったこと
で、浄土宗との結び
つきが一層強くなり
ました。増上寺は総
本山知恩院の下に位
置する大本山の一つ
ですが、徳川家の江
戸の菩提寺として重
要視されました。

問題74
そうほんざん

前問の宗派の総本山で、慶長7年（1602）に伏見城
な お だい そう ぎ いとな

で亡くなった家康公の母 於大の葬儀が営まれた
京都の寺はどこでしょうか？

えんりゃく じ ち おんいん

⑴ 延暦寺 ⑵ 知恩院
ほんがん みょうしん

⑶ 本願寺 ⑷ 妙心寺

ほうねん

解説 法然によって開かれ、本年（令和6年／
2024）、開宗850年を迎えた浄土宗。家康公

の母 於大の葬儀は、ここ、浄土宗の総本山 知恩院
で営まれました。家康公が将軍宣下を受ける前年の
慶長7年（1602）春、於大は家康公の招きで京へ上り、
ご ようぜい はいえつ こうだいいん

後陽成天皇に拝謁するとともに秀吉の妻 高台院を
もう

訪ね、豊国神社に詣でるなど、豊臣家との良好な関
つ

係づくりにも尽くしてい
ます。しかし、京都で急

み

に病を発し、家康公に看
と

取られ、8月末に伏見城
で亡くなりました。天下
人の母としての75年の波
乱の生涯でした。松平
家・徳川家の菩提寺 大
樹寺は浄土宗寺院であり、
その総本山が知恩院だっ
たのです。

浄土宗の宗祖 法然上人の幼少時
（勢至丸）の像と知恩院（京都市）増上寺（東京都港区）

解答… ⑴ 解答… ⑵
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問題75
しんとう

家康公が強く結びついていた神道の一派はどれで
しょうか？

い せ さんのういちじつ

⑴ 伊勢神道 ⑵ 山王一実神道
よし だ りょう ぶ しゅうごう

⑶ 吉田神道 ⑷ 両部習合神道

解説 吉田神道は、室町時代に京都吉田神社の
かんぬし かねとも

神主であった吉田兼倶が、仏教や道教、儒
教などを取り込み創始した神道の一派です。室町幕
府や朝廷と強く結びつきながら全国の神社を支配し、
しん い しんかい そうげんせん じ さいきょ

神位（神階）や神職を認める「宗源宣旨」や「神道裁許
じょう かくとく

状」を発給する権限を獲得しました。また、神道に
せん

よる葬儀方法を確立させたのも吉田神道でした。選
たく し

択肢に挙げている伊勢神道は伊勢神宮で生まれた神
わたらい

道です。度会神道とも云われました。山王一実神道
や両部習合神道は、「神々は仏が姿を変えて現れて
くれたものであ

ほん じ すい

る」とする本地垂
じゃくせつ

迹説を基に、天台
しんごんしゅう

宗や真言宗の立場
とな

から唱えられた神
仏習合の神道です。

問題76
げん な しょうがい と

元和2年（1616）、75年の生涯を閉じた家康公は神
まつ しんごう ごんげん

として祀られることとなりました。神号は「権現」
と決定しましたが、これを主張したのは誰だった
でしょうか？

い しんすうでん しんりゅういんぼんしゅん

⑴ 以心崇伝 ⑵ 神龍院梵舜
さいしょうじょうたい なんこうぼうてんかい

⑶ 西笑承兌 ⑷ 南光坊天海

解説 家康公の死後「東照大権現」の神号が勅許
しんりゅういんぼんしゅん

されました。神龍院梵舜や以心崇伝の唱え
る明神号に対し、天台宗の南光坊天海は権現号を主
張しました。秀吉を豊国大明神として祀った豊臣家

さい か

が滅びたことも、将軍 秀忠の裁可に影響を与えた
き

とされます。元和3年（1617）4月、家康公の一周忌
み たま ぶん し

に合わせ、家康公の御霊は久能山から日光山に分祀
されました。秀忠も参列の下、天海が導師を務めて
ほう え も み じやま

法会が行われました。江戸城内の紅葉山にも東照社
かんじょう

が勧請されます。寛永2
とうえいざん

年（1625）、天海は東叡山
かんえい じ

寛永寺を創建し天台宗関
東総本山の初代貫首とな
りました。神号問題は、
江戸期の東照宮信仰を導
いた大きな転換点だった
といえます。

ごんげんでんどう さいじょうしょだいげんぐう

吉田神道の根元殿堂である斎場所大元宮／
吉田神社（京都市） 東照大権現となった家康公の廟所

「神廟」／久能山東照宮（静岡市）

解答… ⑶ 解答… ⑷
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問題77
そっきん

以心崇伝と同じく、大御所 家康公の側近として
かつやく さい ちょうじゅ まっと

活躍し、108歳の長寿を全うしたという南光坊天
す

海は、どこで生まれ、少年時代を過ごしたと伝わ
るでしょうか？

しもつけのくに かわ ち ぐん う つのみや

⑴ 下野国 河内郡宇都宮（栃木県宇都宮市）
ひたち し だ え ど さき いなしき

⑵ 常陸国 信太郡江戸崎（茨木県稲敷市）
む さし いる ま せん ば かわごえ

⑶ 武蔵国 入間郡仙波 （埼玉県川越市）
む つ おおぬま たか だ あい づ み さと

⑷ 陸奥国 大沼郡高田 （福島県会津美里町）

解説 天海は、陸奥国大沼郡高田（現在の福島
県会津美里町高田）で生まれました。同地

りゅうこう じ とく ど

にある天台宗の龍興寺で得度した後、各地で修行し
たと伝えられます。慶長4年（1599）に埼玉県川越の
無量寿寺北院において第27世住職となり、慶長17年
（1612）に寺号を喜多院と改め関東天台
宗の本山としました。寛永9年（1632）

し え

には、紫衣事件で罪に問われていた僧
たくあん しゃめん や ぎゅうむねのり

沢庵の赦免を、柳生宗矩と共に働きか
けています。また、織田信長に焼かれ
た比叡山延暦寺の復興再建にも努め、

こんぽん

寛永19年（1642）には家光に願って根本
ちゅうどう

中堂を再建しました。現在、国宝に指
定されている総本堂がその時の建造物
です。

問題78
ひ えいざんえんりゃく じ ちん ご

京の比叡山延暦寺にならい、天海が江戸城鎮護の
き もん ほうがく そうけん

ため、江戸城の鬼門の方角に創建した寺院は何で
しょうか？

かんえい じ き た いん

⑴ 寛永寺 ⑵ 喜多院
せんそう じ ぞうじょう じ

⑶ 浅草寺 ⑷ 増上寺

解説 家康公が亡くなって9年後の寛永2年
てんだいしゅう

（1625）、天台宗の僧 南光坊天海は徳川幕
あんたい

府の安泰と万民の平安を祈願するため、江戸城の鬼
門の方角（北東）にあたる上野台地に新たな寺院を創

さいちょう

建しました。宗祖 最澄が、朝廷から京の鬼門の方
角にあたる比叡山の地を与えられ、延暦7年（788）
に京都守護のため創建した延暦寺にならい、山号を

とうえいざん

東の比叡山を意味する「東叡山」に、また寺号は、延
げんごう

暦寺が創建時の元号を寺号としたことから、同様に
かい き

「寛永寺」としました。開基は三代将軍 家光です。
ぼ だい じ ぞうじょう じ

徳川将軍家の江戸の菩提寺は浄土宗の増上寺でした
いえつな

が、四代将軍 家綱
はじめ6名の将軍の
れいびょう

霊廟が造営されたこ
とから増上寺ととも
に菩提寺となり、天
台宗関東総本山とし
て大いに栄えました。

りんのう じ

天海 像／輪王寺 蔵
（栃木県日光市）
出典：ウィキメディア・コモンズ

寛永寺 錦絵「東都名所 上野東叡山ノ図」／
歌川広重

解答… ⑷ 解答… ⑴
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問題79
てんしょう い ほう さい ひっとう

天正18年（1590）の関東移封の際、四天王筆頭の酒
すで いんきょ あと と いえつぐ

井忠次は既に京都に隠居しており、跡取りの家次
しもうさのくにうす い さ くら

に下総国臼井（千葉県佐倉市）が与えられました。
てんぽう で わ のくにつる

その後、酒井家は3回の転封を経て、出羽国鶴
おか

岡（山形県鶴岡市）に入りますが、この間に転封し
たかさき たか だ

た3つの地とは、高崎（群馬県高崎市）、高田（新
じょうえつ

潟県上越市）とどこだったでしょうか？
くわ な たかやま

⑴ 桑名（三重県桑名市）⑵ 高山（岐阜県高山市）
ひこ ね まつしろ

⑶ 彦根（滋賀県彦根市）⑷ 松代（長野県長野市）

さ え もんのじょう

解説 酒井左衛門尉家の忠次を初代とする酒井
しょうないはん

家は、出羽庄内藩（藩庁は鶴岡の鶴ヶ岡城）
に定着するまで4度の転封を経験しています。二代

こう

家次の代の慶長9年（1604）に下総臼井3万石から上
ずけ えち ご

野高崎5万石へ、さらに元和2年（1616）には越後高
田10万石に転封し、三代 忠勝の代の元和5年（1619）

し な の

に信濃松代10万石に転封しました。そして3年後の
元和8年（1622）、幕末まで治めることになる出羽国
庄内13万8千石へ入部したのです。譜代大名の中で
も格別の家であったため、時

ようしょう

勢に合わせて要衝の地へ配置
されたともいえるでしょう。
転封ごとに石高が増えている
ことがそれを示しています。

問題80
せき が はら よくねん

「関ヶ原の戦い」の翌年、徳川四天王のひとり、本
おお た き い すみ

多忠勝が大多喜（千葉県夷隅郡大多喜町）から移封
された地はどこだったでしょうか？

⑴ 岡崎（愛知県岡崎市）⑵ 桑名（三重県桑名市）
はままつ ひめ じ

⑶ 浜松（静岡県浜松市）⑷ 姫路（兵庫県姫路市）

解説 正解は⑵の桑名です。本多忠勝が任され
た大多喜も桑名も、石高は10万石で同じで

した。これは戦功を賞して加増を提案された忠勝が
ことわ

断ったためと伝わります。加増の代わりに大多喜を
忠勝の二男 忠朝が継ぐことになったとされます（こ

ようしょう

の時は5万石）。桑名は交通の要衝で、また豊臣家
の領地に接していました。家
康公はその最前線を、絶対の
信頼を寄せる忠勝に任せたの
です。忠勝の死後に桑名を継
いだ忠政は、元和3年（1617）
に姫路に転封されます。これ
は豊臣家滅亡後の西国の要衝
を押さえるためであり、本多
家に期待された役割がよくわ
かります。なお岡崎には、同

ひろたか やすしげ

じ本多でも広孝の子 康重が
移封されました。

本多忠勝 像／
柿安コミュニティパーク
（三重県桑名市）松代城本丸跡（長野県長野市）

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題81
さかきばらやすまさ あと つ むす こ

徳川四天王のひとり、榊原康政の跡を継いだ息子
やすかつ やまい な めい

の康勝が病で亡くなると、家康公の命により、他
こうけいしゃ むか

家から後継者を迎えました。榊原家を継いだのは
誰でしょうか？

おお す か ただまさ ただつぐ

⑴ 大須賀忠政の子 忠次
やすとし

⑵ 酒井忠次の子 康俊
きよまさ

⑶ 榊原康政の兄 清政
せん ち よ

⑷ 家康公の八男 仙千代

解説 榊原康政には3人の男子があり、妻の実
家の大須賀家に跡継ぎがいないことから、

長男の忠政が大須賀家を継いでいました。しかし、
康政の二男と三男が若くして亡くなったため、大須
賀家を継いでいた忠政の嫡子の忠次（康政の孫）が榊
原家を継ぐことになったのです。これにより大須賀
家は断絶してしまいます。酒井忠次の子の康俊は、

ぜ ぜ

伊奈本多家の養子となり、近江膳所藩（滋賀県大津
市）を治めました。榊原清政は病弱だっ
たため、弟の康政が代わり戦働きをした
とされます。清政は家康公に久能城を任
され、久能山東照宮建立後は、子の照久
が祭主を務めています。仙千代は家康公
とお亀の方の子で、尾張藩初代藩主の義
直と母が同じ兄にあたります。

問題82
さんけつ

徳川四天王の内の三傑（本多忠勝、榊原康政、井
だい が もんだいてん

伊直政）の代替わりの際には、3家共通の問題点
が明らかになりました。共通の問題点とは、何だっ
たでしょうか？

つ

⑴ 家康公から命じられ、彼ら三人に附けられて
お つけびと ちょくぞく

いた御附人と呼ばれる武士たちが、将軍直属
はたもと ふっ き もと

の旗本への復帰を求めた。
ちゃくなん びょうじゃく ふ さ わ

⑵ 嫡男が病弱、幼少、不在などで相応しい後継
よう し ひつよう

者がおらず、他家からの養子が必要となった。
あと つ ふた わ

⑶ 跡継ぎをめぐり、家臣団が二つに割れて対立
そうどう

するお家騒動が起こった。
ふ たん

⑷ 転封による城下町の整備や天下普請の負担等
ざいせい しゃくざい きゅうぞう

で財政が悪化し、大商人からの借財が急増し
た。

解説 正解は⑴です。家康公から三傑たちに附
属するよう命じられていた御附人と呼ばれ

る武将たちは、三傑の代替わりにあたり、家康公の
直属家臣である旗本に復帰することを願っています。

きんしん

領知の大幅な増加を断ってでも、また、謹慎を余儀
なくされてでも旗本復帰を望む者が多数おり、三河

じきしん

武士たちにとって、家康公の直臣ということがどれ
だけ名誉で重要であったのかがうかがえる出来事で
す。⑵は榊原家、⑶は井伊家の事例として適当です。

解答… ⑴ 解答… ⑴
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問題83
だいえい そ ふ

今から500年前の大永4年（1524）、家康公の祖父
きよやす ただしげ けんさく やまなかじょう こう

松平清康が、大久保忠茂の献策で三河山中城を攻
りゃく

略し、岡崎に入りました。約100年後、忠茂の孫
ただたか も よう しょもつ

の大久保彦左衛門忠教が、この模様を書物に書い
ています。その書物とは、次のうちどれでしょう
か？

はんかん ふ

⑴ 藩翰譜 ⑵ 松平記
ご ふ ど き ものがたり

⑶ 三河後風土記 ⑷ 三河物語

あらわ

解説 江戸時代初期、大久保彦左衛門忠教が著
したのが『三河物語』です。忠教は家康公に

やり

仕え、「大坂の陣」では槍奉行として参戦しました。
はた

三代将軍 家光の時代に旗奉行として三河に2千石
ち ぎょう ち

を知行し80歳で没しています。知行地は現在の愛知
県額田郡幸田町坂崎に1千石及び岡崎市竜泉寺町な
どに1千石、菩提寺は長福寺（岡崎市）です。『三河
物語』は晩年になって子孫のために残した家訓的性
格の強い歴史書でした。徳川氏の歴史に加え、大久

くんこう

保一族や自らの勲功なども織り込まれています。戦
国時代から江戸時代初期を研究するうえでの一次資
料ですが、徳川家への忠義を説く一方、三河以来の

こうぐう

旗本が厚遇されていない現状に対する不満も述べら
れるなど忠教の率直な心情があらわれています。

問題84

家康公につながる松平氏の初代とされる人物は誰
でしょうか？

ありちか ちかうじ

⑴ 有親 ⑵ 親氏
ちかすえ ちかただ

⑶ 親季 ⑷ 親忠

る ろう

解説 松平親氏は、もともとは「諸国を流浪す
る者」であったとされていますが、時宗の

ゆ ぎょうそう

遊行僧として松平郷に入ったとも伝えられます。名
とく あ み とくおうさい

を徳阿弥とも徳翁斎とも称していたとされ、諸国の
れん が ひい

事情に明るく、連歌にも秀でていたようで、松平太
のぶしげ むこ

郎左衛門信重に認められ娘の婿として迎えられまし
う とくじん

た。以後は、松平郷の有徳人として田畑を切り開き、
じんりょく

道を通し、川には橋を架けるなど、諸事業に尽力し
なかやましちみょう

たとされています。定説では、その後、中山七名（額
田郡北部一帯）と交渉を

おとがわ

重ねながら、乙川流域に
進出し勢力を拡張してい
きました。松平郷には松

たくわ

平城を築き、力を蓄えた
豪族として、後に西三河
に進出する足掛かりを
作ったのです。家康公は
その松平氏の九代目と考
えられています。

木造 松平親氏座像／松平郷館
（豊田市）

解答… ⑷ 解答… ⑵
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問題85
てんぶん お だい

天文13年（1544）、家康公の母 於大は松平家から
り えん

離縁され実家に帰されました。前年の父の死によ
ほうしんてんかん

り跡を継いだ於大の兄の方針転換によるものとい
われますが、この兄とは誰でしょうか？

さいごうよりつぐ と だ やすみつ

⑴ 西郷頼嗣 ⑵ 戸田康光
ひさまつとしかつ みず の のぶもと

⑶ 久松俊勝 ⑷ 水野信元

かり や

解説 刈谷の水野家と安城の松平家は、古くか
こんいん つな

ら婚姻関係を含め隣国同士としての繋がり
はありました。家康公の母である於大も、父の水野
忠政と松平清康との縁から、清康の子の広忠に嫁ぐ
ことになったのではないかとも考えられます。一般
的な定説では、松平家と共に今川方だった水野忠政
が没すると、跡を継いだ信元が織田方に転じたため、

あかし

今川義元への忠誠の証として広忠が於大を離縁した
ということになっています。ただ、水野家はもとも
と織田家とも通じており、急に方針転換した訳でも
ないという説もあります。むしろ、信元と広忠の関
係そのものに問題があっ
たと考えてもよさそうで
す。離縁された於大はそ

あ ぐ い

の後、阿久比（愛知県知
さいえん

多郡）の久松家に再縁す
ることになります。

問題86
ひとじち じ だい うつ

家康公の人質時代、三河から駿府に移り住み、母
よういく

於大に代わって少年期の家康公の養育をした女性
は誰でしょうか？

ままはは ま き ひめ ひろただ ご さい

⑴ 継母 真喜姫 （父 広忠の後妻）
お は る つま

⑵ 父方の祖母 於波留（祖父 清康の妻）
お とみ け よういん

⑶ 母方の祖母 於富 （母 於大の母、華陽院）
おお お ば お ひさ ずいねんいん

⑷ 大叔母 於久 （祖父 清康の妹、隨念院）

解説 於大の母である於富は、一説には駿府の
こ おもむ

今川義元に請われて竹千代のもとに赴き、
ぐうきょ ち げんいん

竹千代の寓居に近い知源院に住し、ここで読み書き
を教えたりしながら養育したと伝えられています。

げんおう に

このころには出家して源応尼と称しており、竹千代
が元服をするまで養育を続けたとされます。この源
応尼は、清康に嫁いだ後は、彼の死後、星野、菅沼、
川口といった諸氏に再縁していると伝わりますが、
清康との婚姻も年代的に不自然な点も多く疑問視さ
れています。ただ、家康公が後年、源応尼の墓を知

ほうみょう

源院に建て、寺名も法名で
ある華陽院としたことや、

りょうごん じ りゅうねん

刈谷の楞厳寺、豊橋の龍拈
じ

寺に肖像画が残されるなど、
その存在は明らかと考えて
よいでしょう。

りょうごん じ

水野家の菩提寺 楞厳寺
（愛知県刈谷市）

源応尼（華陽院）の墓／華陽院
（静岡市）

解答… ⑷ 解答… ⑶
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問題87
えいろく ひき べつどうたい

永禄3年（1560）、19歳の家康公率いる別動隊の松
ぜい ひょうろう

平勢は「大高城兵糧入れ」を成功させましたが、本
てき う たいきゃく

隊の大将が敵に討ち取られたため、退却した戦い
を何というでしょうか？

あずきざか あねがわ

⑴ 小豆坂の戦い ⑵ 姉川の戦い
おけはざ ま ひとことざか

⑶ 桶狭間の戦い ⑷ 一言坂の戦い

解説 この「桶狭間の戦い」が家康公の人生の大
きな転機となりました。義元の命で今川軍

の先陣を務め、困難な「大高城兵糧入れ」を敵中突破
をしながら成功させます。しかし大将の義元が信長
に討たれ、家康公は大高城からの脱出を図ったので
した。行先は岡崎の大樹寺、松平家の菩提寺でした。
ここから今川の将兵が逃げ帰って姿を消した岡崎城
に入城出来たことは、家康
公にとってまことに幸運で
あったと言ってよいでしょ
う。これ以後、今川方とし
て織田信長と局地戦を繰り
広げますが、後に和睦、そ
して軍事的な同盟を結ぶこ
とになります。ここから自
立した家康公の天下平定へ
の歩みが始まるのです。

問題88
か しんだん

永禄6年（1563）から翌年にかけて、松平家臣団が
いっこういっ き

ふたつに分かれて戦う「三河一向一揆」が起こりま
てきたい

した。このとき、一揆側に付いて家康公に敵対し
ゆる しんしょう

たものの赦され、後に徳川十六神将に数えられる
はち や さだつぐ

活躍をした武士が3人います。それは、蜂屋貞次、
とり い ただひろ

鳥居忠広と誰でしょうか？
いしかわやすまさ ないとうきよなが

⑴ 石川康正 ⑵ 内藤清長
ほん だ まさのぶ わたなべもりつな

⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

うら べ

解説 渡辺守綱は三河国額田郡浦部村（岡崎市）
出身です。家康公と同年齢の守綱は若い頃

てら べ

から家康公に仕え、17歳のとき、寺部城（豊田市）攻
めで初陣を果たしました。槍が得意で、永禄5年

や わた

（1562）の三河国「八幡の合戦」（豊川市）で、今川氏の
しげさだ しんがり

家臣である板倉重定に敗れた際、殿を務めて奮戦、
やりはんぞう

大いに武功を挙げました。それ以来「槍半蔵」と呼ば
れるようになったと伝えられます。そんな守綱も三

くみ

河一向一揆の際は、門徒側に与して家康公と争いま
した。父親の高綱、弟の政綱と共に三河三ヶ寺の一

しょうまん じ

つ勝鬘寺に立てこもったのです。門徒側が敗北する
と家康公に帰参を許され、以後は側近
として数々の戦いで武功を挙げました。
後年は尾張徳川家の附家老となり、初
陣の地、寺部に知行地を得ました。大樹寺 多宝塔（岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑷
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問題89
げん き したが じょうらく

元亀元年（1570）、織田信長に従い初の上洛（京の
都に上ること）を果たした家康公は、そのまま、

とうばつ

信長勢の一員として、ある大名の討伐に向かいま
す。ある大名とは誰でしょうか？

あざ い ながまさ あさくらよしかげ

⑴ 浅井長政 ⑵ 朝倉義景
まつながひさひで み よしながよし

⑶ 松永久秀 ⑷ 三好長慶

解説 元亀元年（1570）に起きた織田信長と朝倉
かね が さき の ぐち

義景との戦いは、「金ヶ崎の退き口」とも「金
くず てったいせん

ヶ崎崩れ」とも呼ばれる織田信長の撤退戦です。こ
よしあき ご しょ

の年の4月、将軍 足利義昭のための二条御所を築
造した信長は、その祝いの席に家康公を呼んでいま

ともな

した。およそ2千～3千の兵を伴い上洛していた家
康公は、そのまま越前の朝倉攻めに加わったとされ

わか さ

ています。もともとは将軍家の命令で、若狭の武藤
氏討伐に出兵したのですが、武藤氏

かくま

を匿っている朝倉氏との戦いに変じ
たとされています。ところが味方に
加わると考えていた近江の浅井長政
が朝倉方に加わったため、織田軍は
きゅう ち おちい よ ぎ

窮地に陥り退却を余儀なくされたの
です。この時に家康公は秀吉と共に
しんがり

殿 に加わったとされていますが、
一次資料には登場してきません。

問題90
ほう

元亀3年（1572）、武田信玄が率いる大軍に城を包
い ろうじょうせん すえ あ

囲され、2ヶ月間に及ぶ籠城戦の末に徳川方が明
わた しろ

け渡した城はどこでしょうか？ 城明け渡しの3
み かた が はら しょうがい

日後に「三方ヶ原の戦い」があり、家康公は生涯最
はいぼく きっ

大の敗北を喫しています。
たかてんじんじょう の だ

⑴ 高天神城 ⑵ 野田城
はままつ ふたまた

⑶ 浜松城 ⑷ 二俣城

解説 徳川領に侵攻した武田信玄の動きについ
ては、現在様々な説があり確実なことはわ

ひとことざか

かりませんが、記録されている日付から、「一言坂」
で本多忠勝が武田本隊の追撃を防いだ後、武田軍は
二俣城攻略に北上。二俣城攻めについては10月16日

つい

から12月19日まで、2ヶ月余りを費やしています。
その直後に「三方ヶ原の戦い」で徳川・織田連合軍に
大勝利しますが、雪交じりの寒い中での戦いでした。

ろうじょう

武田軍は、浜松城に籠城した家康公らをそのままに
西に向かいますが、東三河野田城への進軍は年を越
した翌年の2月16日になってしまいました。二俣城
の攻略に時間がかかってし
まったことは、病身の信玄
にとって大変つらい状況を
生むことになってしまった
のかもしれません。

朝倉義景 像 複製／
滋賀県湖北町 蔵

出典：ウィキメディア・コモンズ 二俣城天守台（浜松市）

解答… ⑵ 解答… ⑷
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問題91
てんしょう ながしの したらがはら

天正3年（1575）の「長篠・設楽原の戦い」で長篠城
しゅしょう つと かめひめ

の守将を務め、戦後、家康公の長女 亀姫の夫と
なった武将は誰でしょうか？

おくだいらのぶまさ し た らさだみち

⑴ 奥平信昌 ⑵ 設楽貞通
すがぬまさだみつ まき の やすなり

⑶ 菅沼定盈 ⑷ 牧野康成

とつ

解説 家康公の長女 亀姫を奥平信昌に嫁がせ
るよう進言したのは織田信長でした。亀姫

はまさに政略的な結婚をさせられたのですが、嫁い
だ後は奥平家をよく支え、正室としての力を発揮し
たのです。生涯、信昌に一人も側室を置かせず、自

いえまさ いえはる ただまさ ただ あきら

身で4人の男子（家昌・家治・忠政・忠明）と1女
ただつね もう

（大久保忠常室）を儲けていま
す。夫の信昌が家康公の関東

こうずけのくにかん ら ぐん お ばた

移封に伴い上野国甘楽郡小幡
3万石を与えられると共に移
り、慶長5年（1600）の「関ヶ

か のう

原の戦い」後、美濃加納（岐阜
市）10万石に封じられると、
三男 忠政共々加納に移りま
した。そして加納御前・加納
の方と呼ばれるようになり、

した

領民からも慕われたと伝わり
ます。

問題92
ほんのう じ へん

天正10年（1582）、京都で「本能寺の変」が起きたと
まね たいざい

き、信長に招かれていた家康公はどこに滞在して
いたでしょうか？

あ づち い が

⑴ 安土 ⑵ 伊賀
さかい

⑶ 京都 ⑷ 堺

解説 正解は⑷です。信長により安土城に招か
きょうおう

れた家康公一行は、そこで大変な供応を受
きょうらく しゅうゆう

けました。その後は京洛を周遊するように勧められ、
たいざい

京に一週間ほど滞在しています。信長が本能寺に入
る当日の朝には京を発って堺に向かいました。堺で

しゅったつ

は二泊しています。京に戻ろうと堺を出立した早朝、
し じょうなわて

諸資料では東大阪の四条畷付近で、茶屋四郎次郎か
き づ がわ

ら「本能寺の変」を知らされ、そのまま木津川を渡っ
て「伊賀越え」を始めたのです。なお、「本能寺の変」
の際の家康公一
行の動向につい
ては、堺を訪問
した事情や短期
間で滞在を切り
上げた背景など
解明が期待され
る点がなお残さ
れています。

奥平信昌 像／久昌院 蔵（京都市）
出典：ウィキメディア・コモンズ 妙国寺本堂 家康公一行の堺での宿所（大阪府堺市）

解答… ⑴ 解答… ⑷
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問題93
けいちょう せき が はら

慶長5年（1600）の「関ヶ原の戦い」において、戦い
さいちゅう ね がえ

の最中に西軍から東軍に寝返り、東軍（徳川方）の
勝利を決定づけたとされる武将は誰でしょうか？

う き た ひでいえ おおたによしつぐ

⑴ 宇喜多秀家 ⑵ 大谷吉継
こ ばやかわひであき きっかわひろいえ

⑶ 小早川秀秋 ⑷ 吉川広家

解説 西軍に属していた小早川秀秋は、松尾山
の陣を下り、同じ西軍の大谷吉継隊を攻撃

して東軍を勝利に導きました。小早川秀秋の「寝返
り」については、従来から様々な説があります。東
西の両軍に味方すると言いながら、最後まで東西の

はたいろ

軍の旗色を見て動こうとしなかったのを、家康公か
といでっぽう

ら鉄砲を撃ちかけられ（問鉄砲）、あわてて大谷吉継
の隊に攻めかかったという説が以前からあります。
また、最近の研究では、当初から徳川方に属してお

きんみつ

り、黒田長政と緊密に連絡を取りながら、陣から飛
び出した大谷吉継の隊

かいめつ

を攻めて壊滅状態にし
たという見方もありま
す。いずれにせよ小早
川秀秋は「関ヶ原の戦
い」において極めて重
要な役割を果たしまし
た。

問題94
かつやく

徳川四天王が全員そろって活躍したのは、次のど
の戦いでしょうか？

こ まき なが く て

⑴ 小牧・長久手の戦い ⑵ 関ヶ原の戦い
⑶ 長篠・設楽原の戦い ⑷ 三方ヶ原の戦い

解説 圧倒的な軍勢（8万とも）を持つ秀吉軍に、
1万5千の兵力で立ち向かった家康公です

が、ほぼ互角に戦えたのは、四天王を始めとする徳
川家臣団が有為な活躍を見せたからでしょう。酒井

ねら は ぐろとりで ながよし

忠次は、小牧山を狙っていた羽黒砦の森長可を攻め、
小牧山を奪取、強固な陣構えができました。両軍が
こうちゃく しょせん

膠着状態になると、榊原康政は長久手合戦の緒戦、
はくさんばやし は しばひでつぐ

「白山林の戦い」で秀吉方の総大将 羽柴秀次を壊滅
状態に追い込む活躍を見せました。本多忠勝はわず

い かく

かな兵で秀吉本隊を威嚇
し、長久手に向かわせな
かったのです。また井伊

あかぞな

直政は赤備えのデビュー
戦で敵将の森長可を討ち

ゆうもう

取るなど勇猛さを示し、
おに

「井伊の赤鬼」と恐れられ
るようになりました。そ
れぞれの個性が示された
戦いとなったのです。

小早川秀秋 陣所跡／松尾山
（岐阜県関ケ原町） 榊原康政 石像（岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑴
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問題95
じゅだい よめ い

家康公は、朝廷から孫娘の入内（天皇への嫁入り）
しょうだく

について承諾を得ていました。実現したのは家康
まさ こ

公が亡くなって4年後のことでしたが、孫の和子
が入内した天皇は誰だったでしょうか？

いちじょう おお ぎ まち

⑴ 一条天皇 ⑵ 正親町天皇
ご みずのお ご ようぜい

⑶ 後水尾天皇 ⑷ 後陽成天皇

解説 徳川和子は「まさこ」と読みます。二代将
ちゅうぐう

軍 秀忠の五女で後水尾天皇の中宮となる
女性です。慶長16年（1611）に後水尾天皇が即位した
際、家康公は和子の入内を申し入れ、慶長19年
（1614）には入内の宣旨が出されました。この入内を
申し入れたタイミングは、「大名誓詞三ヶ条」を発令
した時と重なります。幕府と朝廷との結びつきを強

けん い

め、豊臣家や外様大名たちに対し幕府の権威を高め
ねら

ておきたい狙いが見て取れます。入内は「大坂の陣」
ほうぎょ

や家康公の死去、後陽成院の崩御な
どが続き延期されましたが、元和6

にょう ご

年（1620）後水尾天皇の女御として入
内。その後、中宮（皇后）となり、女
一宮を出産しました。女一宮が後に
めいしょう せん そ

明正天皇に践祚されると、和子も院
せん げ とうふくもんいん

号が宣下され東福門院と称されるよ
うになりました。

問題96

元和2年（1616）3月、家康公が朝廷より任じられ
た最後の官職は何でしょうか？

かんぱく せっしょう

⑴ 関白 ⑵ 摂政
さ だいじん だ じょう

⑶ 左大臣 ⑷ 太政大臣

解説 太政大臣は、武家では平清盛、足利義満、
つ

豊臣秀吉の三人がその地位に就いていまし
た。家康公も晩年はその職を望んでいたのですが、

すで とこ

朝廷からの宣下があったのは既に病の床の中でした。
前年に制定された「禁中並公家諸法度」では、「武家
の官位は、公家当官の外たるべきこと」と規定され

じょにん

ています。これ以降、将軍をはじめ、武士が叙任さ
れる官位（官職・位階）は、朝廷の管理・統制を離れ

ゆだ

て幕府にその管理が委ねられるようになりました。
この制度の下では、武士で「大臣」になれるのは将軍

う だいじん

ただひとりであり、それもおおむね右大臣までにと
どまったようで
す。徳川将軍家
の中で太政大臣
まで昇進したの
は、家康公と秀
忠、そして十一
代の家斉の3名
のみでした。

東福門院 像／
光雲寺 蔵（京都市）
出典：ウィキメディア・コモンズ 徳川家康公 木像／大樹寺 蔵（岡崎市）

解答… ⑶ 解答… ⑷
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問題97
どうぞう とり

駿府城公園の家康公の銅像の左手には、一羽の鳥
この しゅ み

が乗っています。家康公が生涯好んだという趣味
しょうちょう

を象徴する鳥ですが、何という鳥でしょうか？
たか はと ふくろう ほととぎす

⑴ 鷹 ⑵ 鳩 ⑶ 梟 ⑷ 不如帰

解説 家康公といえば、薬の調合、剣術、鉄砲
しゃげき

の射撃、馬術、弓術、水泳、能楽、囲碁・
将棋、読書など多種多様な趣味で知られますが、最

あこが

も夢中になったものは、やはり駿府人質時代から憧
たかがり つる

れていた「鷹狩」でしょう。「鷹狩」は調教した鷹に鶴
かも きじ うさぎ とら

や鴨、雉といった鳥類や兎などの小動物を捕えさせ
る狩りのことで、家康公は
単に趣味や遊興ということ
だけでなく、領国の民情視
察や家臣団の軍事調練、心

たんれん

身の鍛錬など、治世や健康
みい だ

維持にも意義を見出してい
ました。左手に鷹を持った
駿府城公園の家康公の銅像
は、晩年の駿府・大御所時

きょう

代に鷹狩りに興じた姿を表
した像と云われ、「徳川家
康公鷹狩像」とも呼ばれて
います。

問題98

次の徳川将軍のなかで、「大御所」となった将軍は
誰でしょうか？

いえみつ つなよし

⑴ 三代 家光 ⑵ 五代 綱吉
よしむね いえよし

⑶ 八代 吉宗 ⑷ 十二代 家慶

解説 八代将軍の徳川吉宗は、時代劇の「暴れ
ん坊将軍」の主人公として現代でも親しみ

のある人物です。「享保の改革」を推し進め、江戸幕
ちゅうこう

府の「中興の祖」と称される名君 吉宗は享保元年
つ えんきょう いえ

（1716）に将軍職に就き、延享2年（1745）に長男 家
しげ ふ めい

重に将軍職を譲りました。しかし、家重は言語不明
りょう

瞭と伝えられ、政務を円滑に行える状態でなかった
かんえん

ため、吉宗は亡くなる寛延4年（1751）まで「大御所」
と そうそん

として政務を執り続けました。また、吉宗の曾孫に
あたる十一代 家斉は将
軍・大御所の在任期間が54
年（大御所期間は4年）に及
び、その在任期間全体を「大
御所時代」と呼ぶことがあ
ります。あと、二代将軍
秀忠も、家光に将軍職を
譲った後、亡くなるまでの
9年間、大御所政治を行っ
ています。

徳川家康公像／駿府城公園
（静岡市） 徳川吉宗公之像（和歌山市）

解答… ⑴ 解答… ⑶
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問題99
はん

江戸時代、全国の多くの藩には学校（藩校）が設立
されました。そのなかで代表的な藩校として著名

にっしんかん

な「日新館」では、“ならぬことはならぬものです”
もんごん じゅう おきて はん し し てい

の文言で知られる「什の掟」を定め、藩士の子弟な
きょういく

どの教育を行いました。
この日新館はどこの藩の学校でしょうか？

で わ しょうない

⑴ 出羽 庄内藩（山形県鶴岡市）
ひたち み と

⑵ 常陸 水戸藩（茨城県水戸市）
⑶ 三河 岡崎藩（愛知県岡崎市）

む つ あい づ

⑷ 陸奥 会津藩（福島県会津若松市）

解説 武士の子弟の教育については、家康公が
家臣たちに学ばせた儒教に関する内容が多

ほ しなまさゆき

く含まれています。会津藩では、初代の保科正之の
時代から子弟教育が重視されてきたようです。そし

きょう わ

て幕末近くの享和3年（1803）、「人材の育成」という
藩の方針のもと、文武の両教科を教授する総合学校
として「日新館」が完成しました。藩士の子弟は10歳
になると「日新館」に
入学します。「什の
掟」は、入学前の子
供たちに暮らしの中
の約束事を学ばせる
ものです。

問題100
ゆいごん いっせつ

家康公の遺言の一節「天下は一人の天下にあらず
こ てん

天下は天下の天下なり」は、家康公が中国の古典
こと ば

から学んだ言葉だと思われます。家康公は、伏見
しゅっぱん

版としてこの古典の書を出版していますが、中国
しょもつ

の何という書物に書かれていた言葉でしょうか？
こう し け ご じょうがんせいよう

⑴ 孔子家語 ⑵ 貞観政要
だいぞう りくとう

⑶ 大蔵一覧集 ⑷ 六韜

解説 中国の兵法書である「六韜」の中に出てく
る言葉です。家康公が駿府の大御所時代、
まさなり おぼえがき

側近の井上正就に語ったとされる内容がその覚書に
しる

記されています。六韜の「韜」とは、剣や弓などを入
れる袋の意味です。一巻に「文韜」「武韜」、二巻に「龍
韜」「虎韜」、三巻に「豹韜」「犬韜」の60編から成り立っ
ており、少人数で多人数の敵に対する際の戦い方な

とら まき こ とう

ど、非常に実践的な内容です。中でも「虎の巻（虎韜）」
は、兵法の代名詞として一般的にも使われており、

な じ

私たちにも馴染みのある言葉です。
六韜のもう一つの特徴は、国王の
治世に対する考え方が述べられて
いるという点でしょう。家康公の
遺言と考えられているこの名言は、
家康公の治世に対する哲学そのも
のだったのでしょう。

東照公遺言碑／岡崎公園
（岡崎市）復元された会津藩校 日新館（会津若松市）

解答… ⑷ 解答… ⑷


